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マニラ を バギオに 結ぶ ベ ン ゲット 道路のう ち、 ダグ 

バン • バギオ 山頂 間八 十 キロの 開鑿 は、 工事 監督の ケ 

ノン 少佐が 開通式と 同時に 将軍に なった というく らい 

の 難 工事であった。 

人夫た ち はべ ン ゲット 山腹 五 千フィ —卜の 絶壁 をジ 

グザグ に よじ登りながら 作業し なければ ならず、 ス 

コー ルが 来る と 忽ち 山崩れ や 地滑りが 起って、 谷底の 



道 会社 や マラン ガス . バタ アン 等の 炭坑へ 雇われた 少 

数 を 除き、 日給 一 ぺソ 二十 五 セントと いう 宣伝に 惹か 

れて 殆んど 全部 ベン ゲット へ 送られて 来た。 内地で は 

食事 自弁で、 五六 十 銭が 精 一杯だった。 一 ぺソは 一円 

に 当る。 しかも、 ベン ゲット では 食事、 宿舎、 医薬 は 

すべ て 官費 だとい うこと だ。 

けれど、 来て 見る と、 宿舎と いうの は、 竹の 柱に 草 

葺の 屋根で、 土間に は 一 枚の 敷物 もな く、 丸 竹の 棚 を 

並べて、 それが 寝台 だ。 蒲団 もな く、 まるで 豚小屋で 

あった。 

食物 も ひどかった。 



「言う ちゃなん やけど、 今日まで 生命が あ つたの は、 

こら 神さん のお 蔭 や。 こないだの 山崩れで ころ ッと死 

〔# 文 泉 堂 書店 版で は 「い」 の ルビ〕 てし もた もん やお 

もて、 もう いっぺん ベン ゲット へ 戻ろ やない か。 ここ 

で 逃げ だしてし もて やな、 工事が 失敗に なって 見ィ、 

死んだ 連中が 浮かばれ へん やない か。 わ いらは 正 真正 

銘の 日本人 ゃぜ」 

と、 大阪 弁で 言った。 すると、 

「そうと ものし、 俺ら はァ メジ 力 人 やへ リピン 人 や、 

こ-つり じつば 

ドシァ 人の 出来なかった 工事 を、 立派に やって 見せち 

や るん じ や。 俺ら が マジダへ 着いた 時、 がやがや 排斥 



死骸 を 埋めた 足で 早速 工事 場へ 濡れ鼠の 姿 を、 首 垂れ 

て 現わした。 

マニラの キヤ ッポ 区に 雑貨商 を 出して いる 太 田恭三 

郎が、 アメリカ 当局と 交渉して、 ベン ゲット 移民への 

食料品 納入 を 請負い、 味噌、 醬油、 沢庵、 梅干な ど を 

送って 来て くれたの は、 そんな 時だった。 
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全長 二十 一 マイル 三十 五の ベン ゲット 道路が 開通し 

たの は、 香港 丸が マニラへ 入港して から 一年 四 力 月 目 



全部 使い 果して、 帰国す るに も 旅費 はなく、 うら ぶれ 

た 恰好で、 マニラの 町 を ぞろぞろ うろうろして いるの 

を、 見兼ねて、 〔# 底本で は、 改行 後 はじめの 一 字 さげ 

無し〕 

「皆ん な、 ダバオの 麻 山へ 働きに 行け！」 

太 田 恭三郎 はすす めた が、 ダバオ は モロ 族 や バゴボ 

族 以外に 住む 者の ない おそろしい 蛮地で、 おまけに マ 

ラリャ のた ちの 悪さ は ベン ゲット 以上で、 医者 もい な 

い。 ダバオの 麻 山から ベ ン ゲット 道路工事の 方へ 逃げ 

だして 来た 者 も ある くらいだ、 そんなと ころへ 誰が 命 

を 捨てに 行く もの かと、 誰 ひとり 応じよう としな かつ 



たの を、 日本人の 医者 も 連れて行く、 味噌 も 野菜 も 送つ 

て やる、 わるい ように は 計らぬ 故、 おれに 任せろ と 太 

田 は 説き伏せた。 

「このまま 餓死す ると 思えば、 ダバオ も 極楽 だぞ」 

言われて みると、 なるほど 背に 腹 はか えられず、 や 

がて マニラから ぼろ 汽船で 二十日 近く 掛 つて ダバオに 

つ き、 遠く の 森から 聴え て 来る バ ゴ ボ族 の 不気味な ァ 

ゴ ンの 音に 肝 を ひやしながら、 やがて 麻 山で 働き だし、 

暫 らくす ると、 バギオに サン マ ー • キヤ ビタル (夏の 

都) がつ くられて、 ベン ゲット 道路が ダンスに 通う 来 

人た ちの ドラ イヴ • ゥェ ー に 利用され だした という 噂 



がって 見ィ。 自動車の タイヤが パンクす る さかい、 要 

心せ ェょ。 帰りが けに は、 こんなお 化けが ヒュ ー ドロ 

ドロと 出る さかい、 眼ェ まわすな。 いっぺん、 頭から 

ガブ ッと 嚙んで こました ろか」 

と、 あやしい 手つきで お化けの 恰好 をして 見せた 途 

端に、 いきなり 相手の 横面 を 往復 なぐりつけた。 

「文句が あるなら、 いつでも 来い。 わい は ベン ゲット 

の 他 あやん や」 

それで、 いっか 「ベン ゲット の 他 あやん」 と 綽名が 

つき、 たちまち 顔 を 売った が、 そのため 敬遠され て、 

やがて 僅かな 貯え を 資本に はじめた モ ンゴ 屋 (金 時 氷 



や 清涼飲料の 売店) はは やらな か つ た。 

国元への 送金 も 思うよう にならず、 これで はいった 

いなんの ために 比律賓 まで 来たの かわけ が 判らぬ と、 

それが 一層 「ベン ゲット の 他 あやん」 めいた 振舞いへ、 

他吉を 追い やって いたが、 やがて 「お前が マニラに 居 

て くれて は …… 」 かえって ほかの 日本人が 迷惑す る 旨 

の 話 も 有力者から 出た の をし おに、 内地へ 残して 来た 

妻子が 気になる との 口実で、 足掛け 六 年いた 比 律賓を 

あとに した。 

神 戸へ 着いて 見る と、 大阪 までの 旅費 を ひいて 所持 

金 は 十 銭に も 足らず、 これで はいくら なんでも 妻子の 



ぬ つ と 軒 口から 顔 を 出した 者が ある。 

「よう X さんか？」 

相 変らず でつ ぶりして、 平目の ような 頰ぶ くれした 

顔 は、 六 年会わぬ が、 隣家に 住んで いる ズ団治 だと、 

一 眼で わかった。 

「なん や、 お ま はんやつ たんか。 今時分 人の 家へ 留守 

中にはい つ て、 何やら ごそごそ してる さかい、 こらて つ 

きり 泥 的 やと 思た がな …… 」 

前座ば かり 勤めて いるが、 さすがに 落語家で、 X 団 

治の ものの 言い方 は 高座の 調子が まじって いて、 他吉 

は 大阪へ 帰って来 たという 想いが 強く 来た。 



「お 鶴 はんが、 何の 夜店 見物に 行く ひとかいな。 お 鶴 

はん はな、 お 初つ あん 〔# 底本で は 「お 初つ あん」 と 

なって いる〕 と 一緒に 夜店へ 七味 唐辛子 を 売りに 行つ 

たはる ねんぜ」 

「えつ？ ほな、 なに か。 夜店 出しし とん のん か」 

他吉は 毛虫 を嚙ん だよう な 顔 をした。 

「さいな。 お ま はんがへ リピンと かル ソンと か 行った 

はええ として、 ちっとも 金 は 送って は 来ん し …… 」 

「送った ぜ」 

「はじめの 二三 年 やろ？ あと はお 前 鶴 一文 送って 来 

ん、 あとに 残った 二人が どない して 食べて 行ける ね 



「出せ 言うた カテ、 出せる かいな。 わい に 字が 書 けん 

の は、 お前 かてよう 知って る やろ。 亭主に 恥 かかすな」 

他吉 はわ ざと 怒った ような 声で 言い、 

「 —— しかし、 大阪は 寒い な」 

と、 初 枝の かかえて いる 火鉢の 傍へ 寄った。 
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翌日から、 他吉が ひとりで 夜店へ 出て、 七味 唐辛子 

の 店 を 張った。 

場 割りの 親方が、 他吉を 新米 だと 思って か、 



言って、 他吉 はふと 眼 を ひからせた。 

「 —— それとも、 よっぽど 冷やし 飴が 売りた けり や、 

マニラへ 行きな はれ」 

「なん ぜ また、 マニラへ ：：•• ？」 

黙って いる 新 太郎に 代って、 初 枝が おどろいて 訊く 

と、 

「マニラ は 年中 夏 やさ かい、 モン ゴ屋 商売して、 金 時 

(氷) や 冷やし 飴 売つ てても、 結構 商売になる。 大阪に 

いてて は、 お前、 寒な つたら、 冷やし 飴が 売れる か」 

「冬 は 甘酒 売ったら、 ええ」 

初 枝に 肱 を 突かれて、 新 太郎が 言う と、 他吉 は嚙ん 



「お 父つ あん 〔# 底本で は 「お 父つ あん」 となって い 

る〕。 何 言う てんねん。 死んだ お 母 はんの …… 」 

遺言 忘 れ たかと、 初 枝が 言 いかける の を、 

「お前 は 黙って ェ」 

「黙つ てられる かいな」 

と、 壁一重 越しに きいて いた X 団 治が、 くるくるした 

眼で、 はいって 来て、 

「 —— 他 あやん、 お前の 言い分 は、 そら 目茶苦茶 や」 

助け船 を 出した が、 もう 他吉 はきかず、 無理矢理 説 

き 伏せて、 新 太郎を マニラへ 発た せた。 

他 吉は初 枝と ふたりで、 神 戸にまで 見送りに 行った 



第二 章 大正 
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そこ は 貧乏たら しく ごみ ごみと して、 しかも 不思議 

にう つりかわ リの尠 ない、 古手 拭の ように 無気力な 町 

であった。 

角の 果物屋 は 何 代 も 果物屋 をして いて、 看板の 字 も 

主人に も 読めぬ くらい 古びて いた。 



もあろう か。 

いったいに 貧乏人の 町で ある。 路地 裏に 住む 家族の 

方が、 表通りに 住む 家族の 数よりも 多い の だ。 

地蔵 路地 は※ の 字に 抜けられる 八十 軒 長屋で ある。 

なか 七 軒 はさんで U の 字に 通ず る 五十 軒 長屋 は稷路 

地で ある。 

入口と 出口が 六つ も ある 長屋 も ある。 狸 裏と いい、 

一 軒の 平家に 四つの 家族が 同居して いるの だ。 

銭湯 日の丸 湯と 理髪店 朝日 軒の 間の、 せまくるしい 

路地 を 突き 当った ところの 空地 を、 U の 字に 囲んで、 

七 軒 長屋が あり、 河童 路地と いう。 



振り向く と、 血止めの 紙 きれ を じじむ さく 鼻の 穴に 

詰め ， J んだ 他吉が 空の 俥 を ひきながら、 にこに こ 笑つ 

ている。 

「他 あやん、 また 喧嘩し たんやな ァ。 あんまり 売り だ 

したら、 どんな らんな」 

二 軒並んだ 黒 焼屋の 店先へ、 器用に 夕刊 を 投げ こみ 

ながら、 そう 言う と、 

げんく そ 

「さいな、 あんまり 現 糞の わるい 事 言 いやがった さか 

い …… 」 

しかし、 —— 他吉 という 男 は ど 阿呆 や、 われが 六 年 

もいて 一 銭の 金 もよう 溜めん といた マニラへ 娘の 婿 を 



骨が ぶらぶらして しまう ぜ。 おっさんら 見て みィ。 六 

年 まえ、 ベン ゲット で …… 」 

松屋 町筋まで 来た。 

「他 あやん、 もっと ほかの 話し てんか。 ベン ゲット の 

はなし 

話ば つ かしゃ。 ズ さんの 落語の 方が よつ ぼ どお もろい 

ぜ」 

「そら、 下手 は 下手な りに、 向 は 商売人 や。 —— どや、 

しんどい やろ。 豆 糞 ほど (少しの 意) 俥に 乗せた ろか」 

「なんじ やらと、 巧い こと 言いよ つて ：：： 。 そない ベ 

ん ちゃら (お世辞) せんでも、 他 あやん 喧嘩した こと 

黙って たる わい な」 



そして、 早く 配って しまわねば 叱られる さかいと、 

艇け 出して 行く の を、 他 吉は随 いて 行って、 

「ほな、 おっさんに 夕刊 一枚お くれん か」 

その 気 もな く 言う と、 

「やった かて、 読める のん かいな。 おっさんら 新聞 見 

て も、 新聞 やのう て 珍 ぷん漢 ぶんやろ？」 

どくしょ 

「殺生な。 そんな 毒性な 物の 言い方す る 奴 あるか。 I 

I ほん ま はな、 夕刊で な この 鼻の 穴の 紙 を …… 」 

…… 詰め かえながら、 河童 路地へ 戻って 来る と、 め 

ずらしく 郵便が はいって いた。 切手 を 見て、 マニラの 

婿から 来た 手紙 だとす ぐ 判った が、 勿論 読めなかった。 



歯 抜きの 辰と いう 歯医者 を 探した ところ、 とっくに 

死んで いたと いうた よりが あってから、 一月 振りの 手 

紙で、 こんど は どんなた よりが 書いて あるかと、 娘の 

帰り を 待ち 切れず、 ズ団 治なら 読める だろうと、 その 

足で、 

「/さん、 ズ さん、 留守 か。 居る のん か。 居れ へんの 

んか」 

隣の ズ団 治に 声をかけた。 

すると、 羅宇し かえ 屋の 家の 中から、 声 だけ 来て、 

「ズ さん は 寄席 だっせ」 

「さよ か。 —— ところで、 おばはん、 けったいな 事 訊 



くけ ど、 お ま はん 字ィは どないだ？」 

「良え 薬で も くれる のん か。 なんし、 わての 痔ィは 物 

言う て も 痛む 奴ち やさ かい」 

字と 痔を ききちがえて、 羅宇し かえ 屋 のお 内儀が 言 

うと、 

「あれく らい 大 けな 声 出したら、 なるほど 痛み もす る 

わい な」 

と、 理髪店 朝日 軒で 客が ききつけて、 大笑いだった。 
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を 通して、 御 縁 は 切れた わけで もない と、 苦労人 だつ 

た。 

けれども、 その 言葉 は 思 い が けずお た かに は 痛く、 

妙な ところで 効果が あった。 

実は もって、 おたかに は 断る ほどの 理由 も はっきり 

と はなく、 強いて 娘の 見合いの 晴れが まし さに 馴れず 

臆した の だと 言って みたところで、 それで は 余りに 阿 

呆 らしく 小娘め く。 仲人 ももう 一 押し 押せば、 十に 一 

つ は 動く 振り 〔# 「動く 振り」 は 底本で は 「く 動 振り」 

と 誤植〕 もお たかに は 充分あった ところ だが、 もはや 

そんな 痛い ところ を 突かれて は、 おたかの 気持 はいつ 



しかった。 

物音で 近所の ひとびとが わざとの ように K けつけ て 

来る と、 ぴたりと 三人 は 静まり かえった。 

定枝 はぶい と 出て 行った。 義枝 はおろ おろと 身体 を 

縮めて 忍び泣い ていたが やがて 座敷へ はいると、 琵琶 

を かきならした。 それが 店の 間に もき こえ、 客 は 頭 を 

刈られながら、 ふん ふんと きいた。 

翌日、 おたか は 近所へ 海老の はいった おから を 配つ 

た。 

半年 経って、 十九の 久 枝に 縁談が あつたと き、 矢 張 

り 義枝を さし 置いて という ことが 邪魔した。 



「セィ キヨ てなん やねん」 

「死ぬ こっち や」 

小僧 は 十六 歳だった。 

瓦斯 燈が はいって、 あたり はにわ かに 青い 光に 沈ん 

だ。 

理髪店の 大 鏡に 情けない 顔 を ちらと 蒼 弱く うつして 

しょんぼり 表へ 出る と、 夜が する する 落ちて 来た。 

他吉は 腑抜けて、 ひょこひょこ 歩いた。 
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「マラソンの 選手で したが …… 」 

「ほん まかいな、 しかし、 可哀相に …… 。 そいで、 な 

にかいな。 その 娘 はんちゅうの は 子た ちが …… ？」 

あるの かと 訊かれて、 また ぼろり と 出た。 

「まあ、 おまつし やろ」 

「まあ、 おまつし やろ や、 あれ へんぜ。 男の子 ォか」 

「それが あんた、 未だ 生れて みんこと にや …… 」 

新世界の 寄席の 前で 客 を 降ろす と、 他吉は そのまま 

引き かえさず、 隣の 寄席で 働いて いる 娘の 初 枝 を 呼び 

だした。 

「お 父つ あん 〔# 底本で は 「お 父つ あん」 となって い 



丁稚ら しい 男が ハ ー モニカ を 吹いて いる。 

「流れ 流れて ェ、 落ち行く 先 はァ、 北はシ ベリ ャ、 南 

は ジャバ よ …… 」 

という その 曲が、 もう 五十 近い 他吉の 耳に も そこ は 

かとな く 物悲しかった。 

ベンチに 並んで、 腰掛けた。 

「お 父つ あん 〔# 底本で は 「お 父つ あん」 となって い 

る〕、 なん ぜ こんなと こィ 連れて来ん ならん ねん。 けつ 

たいな お 父つ あん 〔# 底本で は 「お 父つ あん」 となつ 

ている〕 やな あ。 話が ある ねん やったら、 はよ 言いん 

かいな」 



孫が どない な るん や。 ベ ンゲッ トの他 あやん は 敲き殺 

しても 死なへ んぞ」 

と、 そこら じゅう にらみ 倒す ような 眼 をした が、 け 

れど、 直ぐ しんみりした 声になる と、 

「 —— しかし、 言 や 言う もんの、 ズ さんよ、 新 太郎の 

奴と 初 枝 はわい が 殺した ような もん やな あ」 

と、 言った。 

十日ば かり 経った 夜、 界隈の 金満家の 笹原から、 

ちょっと 話が あるから と、 他吉を 呼びに 来た。 

黒の 兵 古 帯 を 二 本 つなぎ合わせ、 それで 孫の 君 枝 を 

背負って 行く と、 笹15$ は 酒屋 ゆえ、 はいるな り ぶんと 



その子う ちへ 呉れ へんか」 

「ほん まだつ かいな」 

「噓 言う もんか。 お ま はんも 知って る 通り、 うち は 子 

供が 一人 も 出け へんし、 それに また、 わし もそう やが、 

おばはん 

うちの 家内と 来たら、 よその 子供が 抱きとう て、 うち 

に 風呂が あるのに、 わざわざ 風呂屋へ 行きよ るく らい 

子供が 好き やし、 まえまえから、 養子 を 貰う 肚を きめ 

てたん や。 ほかに も 心 当りない わけ やない けど、 それ 

よりも やな、 気心の よう 判った お ま はんの 孫 を 貰たら 

>■ やた お や 

と、 こない 思て な。 それになん や、 その子 は 両親と も 

ない さかい、 かえって 貰ても 罪が 無うて 良え しな」 



「 」 

背負った 孫 可愛 さの 重みに 他 吉は首 を 垂れて、 慌し 

く 心の底 を視 いていた。 

祖父 ひとり 孫 ひとりの わびしい 路地 裏 住いよりも、 

こんな 大家に ひきとられて、 乳母 傘で 募せば、 なん ぼ 

この 子の 倖せ かと、 願うても ない 孫の 倖せ を 想わぬ こ 

ともなかった が、 しかし、 この 子の 中には 新 太 郎と初 

枝の 生命が はいって いると 想えば、 到底 手 離す 気に は 

なれず、 おろおろ 迷って いると、 

「 言う ちゃなん やけど、 礼 はぎょう さんさして 貰う ぜ - 

お ま はんの 好きな 酒 も 飲み 次第 や」 



「そら 判って ます。 よう 判って ま」 

と、 顔 を あげて、 

「 —— しかし、 旦 さん、 たとえ 貧乏で も、 狸 や 河童の 

巣みたい な 路地で 育っても、 やっぱり 血 を わけた わい 

に 育てても ろた 方が、 この 子の 倖せ だす。 いやきつ と 

わたい が 倖せに してやり ま」 

そこまで 言って、 他 吉は男 泣いた。 

やがて、 涙 を ふき ふき、 

「 —— まあ、 聴いて やっと くれやす。 この 子のお 父 

つ あん 〔# 底本で は 「お 父つ あん」 となって いる〕 も、 

わ いが 無理矢理 横車 振 つて マ 二 ライ 行かした ば つ かり 



「ほな、 こいで 失礼 さしても らい ま。 えらい おやか 

まつさん でした」 

他吉が 頭 を 下げる と 、 背中 の 君 枝 の 頭 も ぶら んと宙 

に 浮いて、 下った。 

4 

間もなく 他 吉は南 河内 狭 山の 百姓家へ 君 枝 を 里子に 

出し、 その 足で 一日 三十 里 梶棒 握って 走った。 

里子の 養育 料 は 足 もと を 見られた 月に 二十 円の 大金 

だ。 なお、 婿の 新 太郎が 大阪に 残して 行った 借金 もま 



御霊の 文学座へ 太夫 を 送って 帰 リ途、 平野 町の 夜店 

すじかい ばし 

で 孫の 玩具 を 買うて、 横 堀 伝いに、 たぶん 筋 違 橋 か、 

横 堀川の 上に 斜めに かかった 橋の たもとまで 来る と、 

「他 吉！」 

と、 いきなり 呼ばれ、 五六 人の 俥 夫に 取り囲まれた。 

「なん ぞ用 か？」 

咄嗟に 「ベン ゲット の 他 あやん」 にかえって 身構え 

たと ころ を、 

「よう も ひとの 繩張り を 荒 しゃがつ たな」 

と、 拳骨が 来て、 眼の 前が 血色に 燃えた。 

「何 をッ！ I 



と、 がっくり 肩の 力が 抜けた。 

5 

入学式の 日 は 祖父が 附 添い 故、 誰に も 虐めら れ ずに 

済んだ が、 翌日から もう 君 枝 は、 親な し 子 だと 言われ 

て、 泣いて 帰った。 

けれど、 他 吉は俥 を ひいて 出て いて 居ず、 留守中 ひ 

とりで 食べられる ようにと、 朝 出しな に 他吉が 据えて 

置いた 膳の ふきん を 取って、 がらんと した 家の 中で、 

こそこそ 一人 しょんぼり 食べ、 共同 水道 場へ 水 をのみ 



君 枝 はちよ こちよ こ艇け 寄つ て 行き、 

「わて 他 あやん とこの 君ち やん や。 寄せ てんか (仲間 

に 入れ てんかの 意)」 

と、 頼んで 仲間に 入れて 貰った が、 子供た ちの 名に 

馴染がなくて、 うしろに 居る の は 誰と はよう 当てず、 

「あんた、 辛気く さいお 子ォ やな ァ」 

もう 遊んでくれ なかった。 

「通らん せ ェ 

通らん せェ 

横丁の 酒屋へ 酢 買いに 



行き は 良い 良い 

帰り は ffi: い 

ここ は 地獄の 三 丁目」 

子供た ちの 歌 を 背中で ききながら、 すごすご 路地へ 

戻って 来る と、 ズ団治 は 不憫 だと 落語 を 聴かせて やる 

のだった。 

しかし、 君 枝 は 笑わなかった。 

「わい の 落語お もろない のん か」 

ズ団治 はがつ かりして、 

「 —— ええ か。 この 落語 はな、 『無筆の 片棒』 いうて な、 



はシ ユンと して、 笑わなかった。 

「難儀な 子 やな あ。 笑いん かいな」 

「わての お 父ち やん やお 母ち やん どこに 居た はんね 

ん？」 

「こらもう、 わい も 人情噺の 方へ 廻 さして 貰う わ」 

X 団治 はげつ そりした 声 を だした。 

日が 暮れて、 ズ団 治が 寄席へ 行って しまう と、 君 枝 

は とぼとぼ 源 聖寺坂 を 降りて、 他吉の 客待ち 場へ しょ 

ん ぼり 現われた。 

「どない してん？ 家で 遊ん ど りんかいな」 

「 」 



よしんば、 言えた にしても、 —— 半分 は 不憫 さから 

こうして いるの だ、 ひとりで 置い といて 寂しがらせる 

のが 可哀想 だから 連れて 走って いるの だ、 いや、 マ 二 

ラで 死んだ この 子の 父親が いまこの 子と 一 しょに 走つ 

ている の だとい う 気持が、 客に 通じた かどう か、 —— 

客 を 乗せた あとの 俥へ 君 枝 を 乗せて 帰る 途、 他吉 はこ 

んな 意味の こと を、 くどくど 君 枝に 語って 聴かせた が、 

ふと 振り向く と、 君 枝 は 俥の 上で 鼾 を 立てて いた。 

「船に 積んだ ァら 

ど マ J まで 行き や ァる 



て 行っても らうく らい 故、 休まん 褒美 を 貰える 害が な 

い、 してみ ると、 勉強の よく 出来た 褒美だろう かと、 

相好く ずして 寄って 行く と、 

「違う ねん」 

君 枝 は ぼ そんと 言い、 実は 病気で 休んで いる 近所の 

古着 屋の 娘の 賞品 を、 ことづかって 来たの だった。 

古着 屋の娘 は 一学 期 出た きりで、 ずっと 学校 を 休ん 

で 薄暗い 奥の 部屋で ねて いるの だが、 父親が 町内の 有 

力 者で、 学務 委員 もして いた。 

その 夜、 他吉 はきび しく 君 枝 を 叱りつ けた。 

「ほん まに 晴 けない 奴ち やな。 どない 言うて ええ やろ- 



げんく その 悪い。 自分が 優等に もな らんと、 よその 子 

の 褒美 うれしそう に預っ て 来る 阿呆が、 どこの 世界に 

ある？ 阿呆んだら！ ちっと は 恥 かしい いう こと を 

知らん かい。 来年から きっと 優等に な るん ゃぜ。 

ぇッ？ 優等に なるな あ。 なれ へんか。 どっち や。 返 

辞せん か」 

「わて 優等み たいな もんよう ならん。 それよ か 空気 草 

履 買う てんか。 よそのお 子 皆 空気 草履 はいた ァる」 

「阿呆んだら。 何ち ゆう 情けない 子 や、 お前 は。 こつ 

ちィ 来い。 灸 〔# 「灸」 は 底本で は 「炙」 となって い 

る〕 すえた る さかい」 



握 まえて 無理矢理 裸 かにし、 線香に 火 をつ けて いる 

と、 君 枝 はわつ と 泣き だした。 

「堪忍 や。 堪忍 や」 

その 声に、 ズ団 治が の そっと はいって 来て、 

「他 あやん、 お前な に 泣かして る ねん？」 

「灸 〔# 「灸」 は 底本で は 「炙」 となって いる〕 すえ 

たろ と 思たら、 お前、 泣き だしよ つたん や」 

「当り前 や。 どの 世界に お前、 灸 〔# 「灸」 は 底本で 

は 「炙」 となって いる〕 すえられて、 泣かん 子が ある 

かい。 大人の わいでも 涙 出る がな、 だいいち また、 す 

える にこと かいて 灸 〔# 「灸」 は 底本で は 「炙」 となつ 



ている〕 すえる 奴が あるかい」 

「ほな、 なに をす えたら 良え ねん？」 

「さいな」 

\団 治 はちよ つ と 考えて、 

「 —— 阿呆！ 嬲りな。 だいたいお ま はん は、 人の 背 

中ち ゆうもん を 粗末に する くせが あってい かん。 男の 

お ま はんなら、 背中に なにが つい てても 良え とせえ。 

しかし、 女の子の 背中に 灸 〔# 「灸」 は 底本で は 「炙」 

となって いる〕 の 跡つ けて みィ、 年頃に なって、 どな 

い 恨まれる か 判れ へんぜ。 難儀な 男 やな あ」 

「そない 言うた かて、 お前、 まあ、 聴いて くれ、 笹原 



の 小 枠 も 古着 屋の子 も、 みな 優等に なつ てんのに、 こ 

の 子 はなん にも 褒美 もろて 来 よれ へん ねん。 こんな 

不 甲斐性 者 ある やろ か」 

「そない 皆 褒美 もろたら、 だいいち 学校の 会計く るう 

がな。 だいたいお 祖父 やん のお 前が 読み書きの ひと つ 

もよう 出来ん といて、 孫が 勉強 あかんい うて、 怒る 奴 

が あるかい。 な あ、 君ち やん 他 あやん ちょっと も字ィ 

おせ おし 

教て 〔# 底本で は 「教 て」 となって いる〕 くれ へん や 

ろ？」 

ズ団 治に 言われる と、 君 枝 は 一 そう 真 赤な 声で 泣き 

だした。 



とした 途端、 ふと、 孫が 傍に いない ことが 寂しく 来て、 

ベ ンゲッ トの夜 はいつ もこん な うら ぶれた 気持で 寝た 

の だとい う 想いが、 ひっそりと、 胸に 落ちた。 

ところが、 どれ だけ 寝た か、 ふと 眼 を さます と、 X 

団 治のと ころで 寝て いた 害の 君 枝が こそこそ 傍へ もぐ 

リ 込んで 〔# 「もぐり 込んで」 は 底本で は 「もぐ 込リ 

んで」 と 誤記〕 来た。 

他 吉はほ つ と 心に 灯 を 点して、 

「君 枝、 帰って来 たんか。 そうか。 やっぱりお 祖父 や 

ん とこの 方が ええ やろ？ ズ さん は 鼾 かくさ かい、 

うっとうし いやろ、 さあ、 はいり、 はいり、 もっと 中 



へ はいり」 

君 枝の 頭へ 蒲団 を かぶせて やり、 

「 —— お前 は ど こがいち ばん 好き や。 X さんと こか、 

お 祖父 やん とこ か」 

「わて 狭 山のお 婆ん のと こが 好き や」 

「あ ッ」 

よしんば 里子で も、 やはり 子供 は 女の 傍で 寝る のが 

良い のかと、 他 吉は暫 らく 口 も 利け なかった が、 やが 

て、 

「 —— そいでも、 お 祖父 やん とこ かて、 好き やろ？」 

「灸 〔# 「灸」 は 底本で は 「炙」 となって いる〕 すえ 



へんか」 

「すえ へん、 すえ へん」 

「ほんなら 好き や」 

「そか、 好き か」 

可愛 さに 気の 遠くなる 想 い で 、 頭髪 の 熱つ ぼい 句い 

を かぎながら じっと 君 枝 を 抱いて いると、 X 団 治が、 

〔# 底本で は、 「\ 団治」 の 前で 改行して、 改行 後 はじ 

めの 一 字 下げして いない〕 

「他 あやん、 えらい こっち や。 君 やん が 夜中に 居らん 

ようにな つ た」 

家出した のとち がう やろ かと、 寝巻きの ままで、 血 



相 かえて やって来た。 

「/さん、 何 寝と ぼけて る ねん」 

君 枝 を わざと 蒲団の 中へ 押し かくしながら、 言う と 、 

ズ団治 も 気がついて、 

「なん や、 ここに 居て たんかいな。 ああ、 びっくりし 

た。 ひとの 悪い 子 ゃぜ、 ほん まに」 

「お ま はん は 鼾 かくさ かい、 いや や 言う とる ぜ。 ぉ祖 

父 やん とこの 方が ええな あ、 君 枝」 

「そんな 殺生な —— 」 

言いながら、 表へ 出る と、 日の丸 湯で 湯槽の 湯 を 抜 

いて 床 を 洗って いる 音が ザ ァザァ と 聴え て 来て、 河童 



路地 もす つかり 更けて いた。 

甘 酒屋の 婆さんが 飼うて いる※ はきち がいだ ろうか、 

夜 も 明けぬ のに だしぬけに 頓狂な 鳴 声を立てた。 

その 声 をき きながら、 ， ^団 治が もとの 蒲団へ もぐり 

込もうと すると、 足が ひやりとした。 

見る と、 寝小便の 跡が あった。 

なるほど、 それで 逃げて かえった のかと、 X 団治は 

ふと 他吉の 喜んでいた 顔 を 想 つ た。 



「それ 訊いて、 どない する ちゅう ネゃ」 

さからって いると、 もう 炬燒 のなかに、 はいって い 

た 君 枝が、 むつく リ 起き 上って、 

「三味線 もった はるおば ちゃん やったら、 乗ら はった、 

乗ら はった」 

と、 言った。 

「そやった かな。 よう 覚えて るな あ」 

他吉が 言う と、 君 枝 は、 

「そら 覚えて る。 うしろから 随 いて 走って る わて が 可 

哀想ゃ 言うて、 どんぐり (飴) くれはった さかい」 

いつにない はきはきした 声だった。 



朝、 婆さん は 暗い 内に 起きて、 炊事 をす る。 竈の 煙 

が 部屋 いっぱいに こもり だすと、 他吉 は炬燧 のなか か 

ら 這いだ して 来る。 仏壇に 灯明 を あげて、 君 枝 を 起し、 

一 しょに 共同 水道 場で 顔 を あらって、 家へ はいると、 

もう 朝飯の 支度が できて いる。 食事が 済む と、 君 枝に 

今日の 勉強の 予習 をさせる。 (婆さん はすこし ぐらい 

なら 字が 読める かも 知れない) それが 済む と、 君 枝 は 

婆さんに 連れられて、 学校へ 行く。 (これまで は 甘酒 

屋の 婆さんが 連れて行って くれたの だが、 甘 酒屋の 婆 

さん はもう 腰 も 曲り、 どうかす ると、 面倒く さがった) 

その 間に 他吉は 俥の 手入れ をす る。 路地で はとん どが 



小さな あくびが 突然と ま つ た。 

「ああ、 おばち やん」 

君 枝 は 飴で おぼえて いた。 

「君ち やん、 起きたん か」 

婆さん はいつ の 間に か 君 枝の 名 を 知っていて、 

「 —— いま、 おばち やん、 御飯たい たげ る さかいな、 

待って て や」 

「おばち やん、 今日から うちへ 来 や はるの？」 

君 枝 は 起き だして 来た。 

「さあ 9 」 

婆さん は 他 吉の顔 を 見 あげた。 



顎の 下 を シャボン をつ けて、 洗われながら、 君 枝 は 

言った。 

他吉は 手拭に ぐっと 力を入れて、 

「なん ぜ いままで 黙って たんや？」 

「そない 言うた かテ …… 」 

「おば ちゃんが 黙って ェ言 うたん やろ？」 

君 枝 はうな ずいた。 

「仕様のない 婆やな」 

「痛い、 そない こすったら 痛い！」 

君 枝が 声 を あげたので、 他 吉は手 を ゆるめて、 オト 

ラ のこと は 成行き に s すより 仕方が ない と 思った。 



オト ラは眼 を かがやかし、 今日 も 活動 小屋 を 休む 肚 

をき めた。 

「しかし、 夜さリ はわい の 戻って 来る まえに、 帰って 

もらう ぜ。 近所の 手前 も ある さかいな」 

他吉は 相手の 顔 を 見ずに 言った。 したがって オト ラ 

が どんな 顔 をした か、 判らなかった。 

そん ことが 五日 続いた。 

朝日 軒のお たかは かねがね 近所の 誰が 嫁 を 貰っても、 

また、 嫁いでも、 それ を 見き きした 日 は 必らず 頭痛 を 

起す という 厄介な 習慣 を もってい たが、 安の 定 〔# 「安 

の定」 は 「案の定」 の 誤記 か〕 ォ トラの ことで 頭痛 を 



起して、 二日ね こんだ。 

玉 堂 は 可哀想に 仲人口 をき いたと いうので、 おたか 

の 心性 を わるく し、 朝日 軒の 奥座敷へ 行っても、 あま 

リ 良い 顔 をされ なかった。 

7 

ォ トラが いよいよ 明日 あたり 御蔵 跡から 自分の 荷物 

を はこんで 来る という 日の ことで ある。 

さすがに 他吉は 心が そわつ いて、 いつもよ リ 早く 俥 

を ひきあげて、 夕方 まえに 路地へ 戻って 来る と、 三味 



線の 音が きこえて いた。 

「高い 山から 

谷底 見れば 

瓜 や 茄子の 

J 

三味線に 合わせて 歌って いるの が 君 枝 だと わかる と、 

他吉 はいきな リ 家の 中へ 飛び こんで、 オト ラを なぐり 

つけた。 

「この 子 を 芸者に する つもり か。 何ち ゆうこと を さら 



^^篛、 紅生姜 〔# 「姜」 は 底本で は 「萋」 となって い 

するめ 

る〕、 鰯、 鰯な ど 一 銭 天婦羅 を 揚げ、 味で 売って なか 

なか 評判よ かった が、 そのため 損 をして いるよう で 

あった。 

蓮根で も蒴篛 でも 随分 厚 身で、 女房のお 辰の 目に ひ 

き 合わぬ と 見えた が、 種吉は 算盤お いてみ て、 

「七厘の 元 を 一 銭に 商って 損する わけはない」 

しかし、 彼の 算盤に は 炭 代 ゃ醬油 代が はいって いな 

かった の だ。 

自然、 天婦羅 だけで は 立ち行かず、 近所に 葬式が あ 

るた び、 駕籠 かき 人足に 雇われた。 氏神の 1^ 国 魂 神社 



「ああ、 そのこと かいな。 そう 言うた」 

他吉は 思い当って、 

「 —— それが どない してん？」 

「芸者が なにが 悪い ねん 9 —— そら、 他 あやん とわい 

と は派ァ がちが う。 しかし、 なにも わい が 娘 を 芸者に 

したから というて、 あない 当て こすらいで もええ やな 

いか。 だいいち、 お前 あの 時 どない 言うた …… ？」 

…… 蝶 子が お披露目 する 時、 他吉 はすこし でも 費用 

が 安くつ くように と、 自身 買って出て 無料の 俥 を ひい 

て やった が、 その 時 他吉は …… 、 

「 …… わい も 今まで 沢山の 芸子 衆 を 乗せた が、 あん 



「 ほん まに 他 あやん ええ こと 言うて くれた ぜ。 こ 

こでの 話 やけど、 わい も あの 子の いいなり にあの 子 を 

芸子に して、 じつはえ らい ことした 思て る ねん …… 」 

蝶 子 は 器量よ しの 上に 声 自慢と はっさい (お転婆) 

で 売った が、 梅 田 新道の 化粧品 問屋の 若旦那と ねんご 

これやす 

ろに なった。 維 康柳吉 といい、 げてもの 料理 ことに 夜 

店の 一 一 銭の ドテ 焼きが 好きで、 ドテ 焼きさん と 綽名が 

ついてい たが、 

「わての お 父つ あん 〔# 底本で は 「お 父つ あん」 となつ 

ている〕 も 年中 一 銭 天婦羅で 苦労した はる」 

と 言いながら 「志る 巿」 や 「壽 司捨」 「正 弁 丹 吾」 「出 



雲屋」 「湯 豆腐屋」 「たこ 梅」 「自由 軒」 などの げてもの 

料理屋へ 随 いて 廻つ ている うちに 深くな つたの は 良い 

として、 柳吉は ひとり 身ではなかった。 

知れて、 柳吉は 中風で 寝て いるが 頑固 者の 父親 をし 

くじり、 勘当に なり、 蝶 子に かかる 身体と なった が、 

蝶 子 も 柳 吉と暮 した さに 自ら 借金つ くつ て 引き、 黒 門 

巿場 のなかの 裏長屋に 二階 借りして、 ふたり 住んだ。 

が、 ぼん ぼん 育ちの 柳 吉には 働きが なく、 結局 蝶 子 

が 稼ぐ 順序で、 閑に あかせて 金づ かいの 荒い 柳 吉を養 

いながら、 借金 を かえして いこうと 思えば、 二度の 勤 

めか それとも ャトナ かの 二つ、 勿論 あとの 方 を 選んだ _ 



速くなる が、 「只今！」 と 二階へ あがって、 柳吉の 姿が 

見えぬ ことが しばしば である。 

儲けた だけ は 全部 柳吉が 使う ので、 いつ 借金が かえ 

せる か 見込みが つかず、 おまけに 柳吉の 心が 実家と 蝶 

子の 間 を …… 

「 …… あっち ィ 〔# 「あっち ィ」 は 底本で は 「あっち 

ィ」 と 誤記〕 行ったり、 こっち ィ 行ったり で、 ぶら ぶ 

らして 頼りな いん や。 しかし、 他 あやん、 これ も 無理 

はない。 なんし、 先方に はれつき とした 奥さん も ある 

こっち やさ かいな。 蝶 子の 奴 も、 えらい 罪つ くりやし、 

おまけに そやって 苦労し とっても、 いつなんどき 相手 



と 別れん ならん か 判れ へんし、 苦労の 仕 甲斐がない わ。 

ここでの 話 やけど、 その 柳吉っ あん 〔# 底本で は 「柳 

吉っ あん」 となって いる〕 というの は 吃音で な、 吃音 

にわる い 人間 は 居らん という だけあって、 人間 は 良え 

人間 やけど、 なんし、 ぼん ぼん やせな、 蝶 子 も 余計 苦 

労 や」 

種吉 はしみ じみと 言い、 もう はいって 来た 時の 見 幕 

など どこに も 見当らず、 

「 —— これと いうの も、 みな 芸者に なった ばつ かしゃ。 

ほん まに、 他 あやん、 娘 を もっても 水商売に だけ は 入 

れる もん や あれ へんぜ。 言 や 言う もんの、 やっぱりお 



前の 言う 通り や」 

暄曄 しに 来た こと を 忘れて、 種吉は すごすご 帰って 

行った。 

00 

ォ トラが 居なくなる と、 君 枝 はふた たびしょん ぼり 

した 娘に なって しまった。 

他吉の 俥の あとに 随 いて 走りながら、 陰気な 唇を嚙 

み 続け、 笑い顔 ひとつ 見せなかった。 

ところが、 半年 ほど 経った ある 日の ことで ある。 



を視 いてみ て、 急に 大声 だした。 

「君ち やん。 見て みィ、 お前のお 父つ あん 〔# 底本で 

は 「お 父つ あん」 となって いる〕 とお 母ん の 写真が 出 

てる ぜ」 

新 太郎が 町内の マラソン 競争で 優勝した 時の 十八 年 

前の 記念写真が、 変装 写真 や 俳優の 写真に まじ つ て、 

三枚 四十 銭の 見本の 札 をつ けて、 陳列して あつたの だ。 

出張 撮影ら しく、 決勝点に なって いる 長 願 寺の 境内 

で、 優勝旗 を も つて ラン 二 ングシ ャッ 姿で 立って いる 

の を、 ひきまわした 幕のう しろから、 君 枝の 母親の 初 

枝が 背の びして ふと 視 いている 顔が、 半分 だけ 偶然 レ 



ンズ のなかに はいつ ている。 

たしか、 まだ 結婚 前だった らしく、 そんな ことから 

二人の 仲が ねんごろ になった のだろう かと、 X 団治は 

なつかしかった。 

初 枝 は 桃割れに 結って、 口から 下 は 写って いなかつ 

た。 

「お 父ち やん、 いた はる、 しゃけ ど、 髭 生やした はれ 

へんな」 

「当り前 や。 一 一十 六 やそこら で 髭 生やす の は 東西屋 だ 

け や」 

「あ、 お 父ち やん、 お 父ち やん」 



いち 逆らう けど、 ほん まに 難儀な 男 ゃぜ。 えらい 奴の 

隣り に 住んで しもた もん や」 

と、 言った。 さすがに ズ団治 は むっとして、 

「そら、 こっちの 言う こっち や、 わい も 永年お 前の 隣 

りに 住んで るけ ど、 お前が こんな 訳の わからん 男と は 

知らなん だ。 ああ、 黙って たると も。 お前ら のまえ で 

これから 物言う かい、 お前の まえで 屁 もこけ へん ぞ」 

と、 出て 行った が、 すぐ 戻って 来る と、 

「 —— 他 あやん、 まあ 考えて みィ。 この 子 まだ 十 やせ- 

こんな 歳で お前、 下足番が 出来る かいな。 わい が 頼む 

さかい、 堪忍した リイ」 



「ズ さん、 言う とくけ どな、 わい はこの 子が 憎うて、 

下足番させる の んと 違う ぜ。 この 子が 可愛い さかい、 

させる ねんぜ。 君 枝、 お前 もようき いとき や。 人間 は 

お前、 らくし よ 思たら あかん ねんぜ。 子供の 時から せ 

えだい 働いて こそ、 大きな つたら、 それが 皆 自分の た 

めになる ね や。 孔子さん かテ そない 言うた はる」 

「ほん まかいな、 他 あやん、 孔子さん がそん な こと 言 

うた はるて、 こら 初耳 や。 お ま はんえ らい 学者 やねん 

な」 

「言うた はれいで か。 楽 は 苦の 種、 苦 は 楽の 種い うて、 

一一 一一 n うた はる」 



「阿呆 かいな」 

と、 X 団治は あきれた が、 X 団治も .5, 団 治で、 

「 —— そら、 お前、 大石 内蔵 之 助 〔# 「蔵 之 助」 は 底 

本で は 「藏之 助」 となって いる〕 の 言葉 や」 

「まあ どっちで もええ、 とにかく、 人間 はらく したら 

あかん。 らくさせる 気ィ やったら、 わい はとつ くにこ 

の 子 を 笹原へ 遣った ァる。 しかし、 ズ さん、 赞 原の 小 

悴 みて みィ、 やっぱり 金 持の 家で えいように 育った 子 

ォは あかんな。 十 やそこら で、 お前、 日に 二十 銭 も 小 

遣い 使いよ る 言う やない か、 こないだ 千日 前へ ひとり 

で 活動 見に 行って、 冷やし 飴 五 銭の みよって、 種さん 



十 姉妹が 流行して、 猫 も 杓子 も 十 姉妹 を 飼うた。 稷 

路地の 歯ブラシの 軸の 職人 は、 逃げた 十 姉妹 を 追うて、 

けつまず いて、 足 を 折り、 一生 跛に なった。 X 団治は 

二 羽 飼うて、 すぐ 死なし、 二 円 五十 銭の 損であった。 

が、 儲けた 人 も 随分 多く、 谷 町 九 丁目の メタル 細工 屋 

の 丁稚 は、 純白の 十 姉妹 を 捕えて、 一 財産つ くり、 大 

島の 対 を 着て、 丹 波へ 帰って 行った と、 大変な 評判で 

あった。 

ある 日、 他吉 がロ繩 坂の 上 を 空の 俥 を ひいて、 通り 



かかる と、 坂の下から、 

「十 姉妹 や」 

「十 姉妹 や」 

声 を かさねて、 ひとびとが まるで かさなり あいなが 

ら、 艇け のぼって 来た。 

r —— 阿呆な 奴ら や。 なに を 大騒ぎ さらして けっか 

る」 

他 吉は綿 を 千切って 捨てる ように、 眩いた が、 途端 

に、 他吉の ふところへ、 追われた 十 姉妹が 飛び込んで 

来た。 

真っ白 だ。 



と、 言った 祖父の 言葉 を あてに して、 君 枝 はい ま 来 

るか、 いま 来る かと 日の丸 湯の 下足 場で ちいさな 首 を 

ながく していた が、 来ず、 空しく 十二時 をき いた。 

「お 祖父 やん のけ ちん ぼ」 

君 枝 は 給料の ほか 盆 正月の 祝儀な ど、 収-^ りの 金 は 

一 銭 も 手 をつ けず、 そっくり そのまま 他吉に 渡して い 

たが、 他吉は 黙って 受けと リ、 腹巻きに 入れて しまう 

と、 そのうちの 一 銭、 二 銭 を、 玉 焼きで も 買い ィ なと 

出して くれた 例し もな く 他の こと は 知らず、 金の こと 

になる とまるで 人が 変った ようになる 日頃の 他 吉の気 

性 を 子供心に 知ってい たから、 日の丸 湯の 暖簾 を 入れ 



遠 まわしに 他吉を 起す と他吉 は、 

「聴え る， ，- と は 聴え るけ どな 」 

精の 抜けた 寝が ぇリを 打って、 しょんぼりした 顔 を 

ふわ ー つと、 蒲団から だした。 そして、 言う ことに は ■ 

「 —— 君 枝お 前 は 感心な 奴ち やな。 文句 もい わんと 毎 

日よう 動いて くれる。 それやのに、 わい はなん ちゅう 

ど 阿呆 やろ。 ほん まに 子供のお 前に 恥 かしい わ」 

「お 祖父 やん、 どない かしたん か。 草履 買うて 釣 もら 

うのん 忘れたん か」 

「それ どころ の 騒ぎ や あるかい」 

他吉は 大人に 物言うよ うな 口調に なり、 



そして、 口上 を 述べ だすと、 種吉は 路地の 奥へ 飛ん 

で 行き、 直ぐお 辰と 一 緒に 出て 来た。 

柳 吉と蝶 子が 高津 神社 坂 下に 間口 一 間、 奥行 三 間 半 

のちつ ぼけな 店 を借リ うけて はじめた 剃刀 店の 売り出 

しの 東西屋ら しいと、 きいて 君 枝に も おぼろげに 判つ 

た。 

「ひとつう ちのお 父つ あん 〔# 底本で は 「お 父つ あん」 

となって いる〕 の 天婦羅の 店の 前で、 景気よう やっと 

くれやす」 

蝶 子 は 東西屋に 言った のであろう、 東西屋 は 今朝 蝶 

子た ちの 店の 前で やった のと 同じく らい 念入りに 賑ゃ 



第三 章 昭和 
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十 年が 経った。 

君 枝 は 二十歳、 女の 器量 は 子供の 時には 判らぬ もの 

だとい われる くらいの 器量よ しにな つていた。 

マニラへ 行く 前から 黒 か つたと いう 他吉の 孫娘と は 

思えぬ ほど 色 も 白く、 



はれ。 だいいち、 もう 坂路を ひいたり する のが 辛い や 

ろ？」 

と、 停めても、 

「阿呆い え、 坂 路もぁ りやこ そ、 俥に 乗って くれる 人 

も あんの ゃぜ。 ぶらぶら 遊んだら、 骨が 肉ば なれて し 

まう」 

と、 きかず、 よちよち 「ベン ゲット の 苦労 を 想えば、 

こんな もんす かみた いなもん や」 という 想い を 走らせ 

ている 他吉の 気持 は、 君 枝に はうな ずけ たが、 しかし、 

その 姿 を 見れば、 やはり チクチク 胸が 痛み、 眼が あつ 

<、 



主任 はなに かに やついて、 

「 —— とにかく 行った つ てんか」 

変 だな と 君 枝 は 思った が、 

「卓上 (電話) でも 引き はったん でつ しゃろ か」 

と、 いいつけ 通り、 とにかく 行く ことにした。 

「じゃあ、 これ 持って行きな はれ」 

主任 はめず らしく、 市電の 回数券 を 二 枚ち ぎって く 

れた。 

動物園 前で 巿電を 降り、 食物 屋ゃ 〔# 底本で は 「食 

物屋 が」 と 誤記〕 雑貨 屋が ごちゃごちゃと 並んだ 繁華 

な 大門 通り を 抜けて、 大門の 近くで 右へ 折れる と、 南 



奥へ 向って、 大声 を だした。 

瞬間 奥の 部屋で なに かさつ と 動揺が あった —— と、 

君 枝 は 思 つ た。 

「秀 どん、 なに 大きな 声 だした はる ねん。 阿呆 やな」 

言いながら、 いつも は 奥の 長火鉢の 前で、 頭痛 膏を 

こめかみに はりつけた 蒼い 顔で、 置物の ようにべ たり 

と 坐り こんでいる 御寮人が、 思いが けず いそいそと 出 

て 来て、 

r — よう 来て くれはり ました。 さあ、 どうぞ。 どう 

ぞ あが つ とくれ やす」 

手 をと らんば かりに 愛想が 良く、 眉間の 皺 もなかつ 



曖昧に 返辞して いると、 

「このお 仕事の 前 は、 なにした はり ましたん でっか。 

—— ずっとお 家に …… ？」 

「近所の 風呂屋で 下足番し てました」 

ありていに 答えた。 

「下足番 9 」 

御寮人 はちよ つ と 唸 つ たよう だが、 

「 —— それで、 御 家族 は？」 

と、 訊いた。 

なぜ、 こんな こと を 訊く のかと、 不審と いうより 腹 

が 立ち、 



「お祖父さんと 二人です」 

「まあ、 そうでつ か。 そら 寂しお まんな。 ほいで ぉ祖 

父さん はい ま 何した はるんで す？」 

「俥 ひきして ます」 

君 枝 はむ つ とした 表情 を かくすのに 苦労が 要 つ た。 

「そうでつ か？ それ は それ は …… 。 御両親 は 早くな 

く なられ はったん でつ か？」 

「は あ」 

「ずっと 以前にね？ そうでつ か。 それ は それ は …… - 

そいで、 お父さん は …… ？」 

何 をして いたの かと、 御寮人 は 執拗かった。 



て も 卵子の ようにの つ ベり していた。 

「 …… 9 …：： 」 

何故 そんな こと を 言いだ すの か、 訳が わからな かつ 

た。 

「息子が 居た やろ？」 

「 さあ？」 

「さあと はえら いまた 頼りな い 返辞 やな」 

笑って、 ぼんと 君 枝の 肩を敲 き、 

「 —— いまに 君に 運が 向いて 来る かも 判れ へ んぜ。 

けつ、 けつ、 けつ 」 

主任 は 抜けた 歯の 間から、 けったいな 笑い を こぼし 



も、 父親 はなし、 ほかに 子供 もな し、 早く 嫁 を 貰いた 

いと ひそかに 物色 中で ある。 ついては、 何も 悴の 言い 

なりに 君 枝さん を …… という わけで もない が、 また、 

今す ぐ どうの こうのと 思って いる わけで もない が、 し 

かし、 一応 悴の 意見 も 尊重 —— といって はお かしい が、 

とにかく 悴の 思って いる 娘さんが どんな ひとで あるか、 

母親の 責任と しても 知って 置きたい という 気持、 …… 

これ は 判って いただけ ると 思う が、 それにつ いて、 お 

頼みと いうの は、 実は 君 枝さん の 印象 は 一 二度 消毒に 

来られた から 知っている ものの、 なんとい つても お ぼ 

ろげ であるから、 一 S 明日に でもう ちへ 寄越して 貰え 



ないか、 —— いえ、 なに 試験 だと か、 見合いだ とか、 

そんな 改まった 大裝裟 な もの じ やなく、 ほんのた だ、 

い つもの ように 働いて いられる 姿 をち よ つ と 見た いだ 

け、 だから、 君 枝さん に はこの こと は 今のところ 内密 

にして いただきたい 云々。 

「 …… そこで、 あんた が 今日 わざわざ 派遣され たいう 

わけ やねん」 

寺 田 町から 天 王 寺 西 門前まで 並んで 歩きながら、 元 

子 は ひとりで 喋った。 

「そう ォ？， - 

自分の 知らぬ 間に そんな 話が 起って いたの かと、 君 



あるかな いか、 ネクタイの このみが どうかまで、 一眼 

で ちゃんと 見届けて や るんだ と、 二十 五 歳の 元 子 は、 

分厚い 唇 をと がらし、 元 子 は 実科 女学校へ 二 年まで 

行った のが 自慢の、 どちら かとい えば 醜い女であった。 

喫茶店の 前まで 来る と、 

「あんた、 ちょっと 珈徘 のんで 行け へん？ 今日は 

奢って もらわな 損 や」 

元 子が 言い、 さきに 立って はいった。 

君 枝 はちら つと 他 吉の顔 を 想い 泛べ たが、 贅沢と 

いっても、 月に 一度 だからと 珈, 二 杯 分 三十 銭の 散財 

を 決心して、 随ぃ てはいった。 



「噓 ばつ かし」 

「そない 照れん かてえ え やない の。 ああ、 あんた はえ 

えな。 質屋い うたら、 あんた、 お金が 無かったら、 で 

けん 商売 やろ？ もう じき あんた はお 金持ちの 奥さん 

ぎ よ-つさん 

や。 ええな あ。 うち、 入れに 行ったら、 沢山 貸して や- 

い まから 頼ん どくし」 

そこで 元 子 は 声 を ひそめ、 

「 —— こ- J での 話 やけどな、 うちの 恋人 新聞記者 やけ 

ど、 月給 四十 円し か 貰て へん ねん。 情けない 話 や。 う 

ちあんた の 知って るよう に 月 一 円 五十 銭の 回覧 雑誌 

とってる やろ。 それ 貸した げたら ね、 うちの 恋人なん 



の？ あそこの 息子さん 感じ わるい のん？」 

ひとりで 決めて、 

「 —— そう 言えば、 そう やな あ。 お嫁さん を 選ぶ の は 

男の 権利 やろ けど、 しかし 呼びつ けて、 こっそり 試験 

したり、 観察した りする のん、 ちょっと 厚かまし いな- 

あんた が 好んで そうする のん やったら ともかく、 何も 

知らん あんた を、 勝手に お嫁さんの 候補に 見立てて、 

試験した りする のん、 考えて みたら、 ちょっとい やや 

な。 あんた が 感じ わるい 思う のん 無 現ない な あ」 

十五 銭ず つ 出し合って、 勘定 を はらい、 喫茶店 を 出 

ると、 もう 暗かった。 



夜、 帰って来 ると、 速達が 来て いた。 

明日 出社され たしと 短 かく 書いて あった。 

朝、 行き、 やめる 旨 言い、 日 割 勘定で 手当 を 貰い、 

そ の 足で 職業 紹介 所 へ 出掛けた。 
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間もなく、 君 枝はタ クシ ー の 案内嬢に 雇われた。 

難 波 駅の 駐車場へ 出張して、 雨の 日 も 傘 さして、 こ 

こで も 一日 立ちず くめの 仕事で、 雇われて みると、 や 

はりべ ンゲッ トの他 あやん の 娘ら しい 職場だった。 



九日の 1^ 国 魂 〔# ルビ は ママ〕 神社の 夏祭に は、 天婦 

羅屋 の種吉 といつ しょに、 お 渡御の 人足に 雇われて 行 

くので ある。 

重い 鎧 を 着る と、 三十 銭 上りの 二 円 五十 銭の 日当 だ。 

「お 祖父ち やん、 もう 今年 は 良え 加減に、 鎧みたい な 

もん 着る のん 止めと きな はれ。 うち 拝む さかい、 あん 

な 暑 くるしい もん 着ん といて …… 」 

君 枝 は 半 泣きで 止める のだった が、 他吉 はきかず、 

「阿呆らしい、 ひと を 年寄り 扱いに しく さって …… 。 

去年 着られた もんが、 今年 着られん ことがあ るかい。 

暑い 言うた かて、 大阪の 夏 はお 前 マニラの 冬 や」 



「やっぱり 君ち やん やった。 いや、 なに、 この 写真 を 

見た はるんで ね、 そうじゃ ないかと 思つ たんや」 

大阪 弁と 東京 弁 を) J つち やに 使って 言 い 、 

「 —— ズ さんに 連れられて、 この 写真 いっしょに 見た 

の は、 あれ はもう 十 年 も 前 でんな あ。 —— お 君ち やん 

はいつ もこれ 見に 来る の？」 

「ええ。 もう 十日に あげず 」 

暑さの せいば かりで はなく、 汗が 全身 を 絞った。 次 

郎は背 も 高く、 肩幅 も 広く、 顔 だち もき りり としてい 

た。 濃い 眉が 日焼けした 顔に よく 似合って いた。 

その 眉 をす こし 動かせて、 次郎 はふつ と 笑い、 



降りて 来た。 

「これです」 

次郎が 陳列窓の 写真 を 太 短い 手で 指す と、 

「これでつ か。 こら、 あんた、 骨董 物で つせ」 

写真館の 男 は 言った が、 

「 —— しかし、 まあ、 そんな 事情で したら、 譲り まひよ」 

と、 陳列 ガラス を 外して、 その 写真 を とってくれ た- 

そんな 次郎の 親切が 君 枝 は 思いが けず、 嬉しくて、 

子供の 頃 親な し 子 だとい つて 虐めら れた 時、 かばって 

呉れた の は次郎 ぼん ひとりだった と 想いだ すと、 君 枝 

は その 電気 写真の 筋 向いに ある 喫茶店へ はいつ て、 冷 



「それじゃ、 何です か、 今でも やっぱり 人間 はから だ 

を 責めて 働かな 噓 やという 主義 は、 守って はるんで す 

な あ」 

と、 君 枝 を かばう 口調に なった。 

「 —— そう 言えば、 僕 だって、 他 あやん の あの 口癖 は 

ときどき 想いだ しました よ。 いや、 げんに 今 だって… 

;」 

自分 はから だ 一 つが 資本の 潜水 業が 仕事で、 二十 二 

の 歳から この 道に はいり、 この 七 年間にたい ていの 日 

本の 海 は 潜って 来、 昨日から 鶴 富 組の 仕事で、 大阪の 

安治川へ 来て いるの だと、 次郎は 語った。 



間に 咽へ 入れて しまった。 

そんな 逞 ましい 飲み 振り を 見て いると、 君 枝 はふと 

次郎 がかって 日の丸 湯の 男 湯で、 ひとり あばれまわつ 

て、 番台から よく 叱られて いた ことな ど を 想いだ した 

ので、 そのこと を 言う と、 

「そうそう、 僕 は 日の丸 湯の 中で、 X さんが 五十 読む 

間、 潜って た ことがあ るよ。 いつだつ たか、 ズ さんが 

あんまり ゆっくり 数 を 読む ので、 もう ちょっとで 眼 を 

まわし かけて X さんの 足に しがみついたら、 ズ さんが 

びっくりして 飛び 上った もん やから、 そいで 僕 も 頭 を 

出した けど、 ズ さんが 飛び 上らなん だら、 僕もう あの 



だが、 それ を 天分が あつたの か、 それとも 熱心の 賜で 

か、 弟子入りして 二 年 目に はもう 相 潜りに なった。 

いったいに 潜水夫の 仕事 は、 沈 船 作業 (単に 荷物 を 

揚げる ような 簡単な ものから、 爆破 解体、 巨大 船の 浮 

上の ような 大規模な もの) の ほかに、 築港、 橋梁、 船 

渠 等の 水底 土木 作業 や 水産物の 採集な どで あるが、 沈 

船 作業 は 主として 春から 夏の 頃の ffl ぎの 海に 限られて 

おり、 水産物 採集に は 勿論 漁期が ある。 だから 陸上 ェ 

場の ように 絶えず 仕事が 一 定 している わけで はなく、 

その 間 生活の 安定 を 得る ために は、 これらの 特技のう 

ち 二つ 乃至 三つの 種類に 馴れる 必要が あるが … … 、 



「お気の毒 なんて、 水臭い。 同じ 河童 路地に 住んで た 

仲 やないで すか」 

君 枝 は 「仲」 という 言葉に なにが なしに 赧く なった。 

「 —— とにかく その 写真 預っ ときます」 

次郎は 写真 をう けと つ て、 

「 —— 早い 方が 良いで しょう。 明日までに 引伸して あ 

げ ますよ。 夕方 渡して あげます」 

きびきびした 東京 弁で 言った。 

「は あ、 おおけ に」 

「どこが 良い かな」 

「 …… 9 …：： 」 



フ k;*k ；」 

と、 それにうな ずいた のが、 丁度、 公園で 待って い 

ると いう ことへの 返辞に もとれて、 君 枝 は 狼狽した が、 

しかし、 

「いいえ、 行けません。 止めと きます」 

と は 咄嗟に どうしても 出なん だ。 

「 浮 いた 気持で 行く のん と 違う。 お父さん や 母ち やん 

の 写真 の 引伸し を 貰いに 行く の や」 

君 枝 はふと 泛んだ これ を 自分への いいわけに しなが 

ら、 勘定 を 払って いる 次郎を 喫茶店の 表で 待って いる 

と、 



片影の 方へ 寄った。 君 枝の 眉 を ひそめた 表情 を、 日 

射の せいだと 思った ので ある。 

写真館の 隣り に 寄席が あ つ た。 

寄席の 隣り に 剃刀 屋がぁ つ た。 

次郎は 剃刀 屋の 細長い 店の 奥を視 いてみ たが、 十 年 

前に そこにいた 柳 吉の姿 はもう そこに 見受けられな 

かった。 

が、 剃刀 屋の 向いに は、 相 変らず 鉄 冷 鉱泉 〔# 底本 

では 「鉄 霊 鉱泉」 と 誤記〕 屋 があった。 

剃刀 屋の 隣り に 写真屋が あ つ た。 

写真屋の 隣り に 牛肉 店が あ つ た。 



地蔵の 足 だと 気がつく と、 何 か 思い当り、 

「他 あやん、 この頃 足で も わるい のん とちが うの？」 

と、 訊いた。 

「いいえ、 わるい こと は あれし ま へんけ ど、 お 祖父ち や 

んは 足つ か う 商売 やさ かい、 疲れが 出ん ように 思て… 

;」 

こうして 願 を 掛けて いるの だと、 君 枝 は 一 所 懸命な 

手の 動きで それ を 示した。 

次郎 はいきな り 胸う たれて、 もう 君 枝の 迷信 を 咎め 

る 気持 を 捨てた。 

「お 待 遠さん」 



次郎が 言う と、 君 枝 は、 

「あそこ 廃め はったん は、 そらもう 古い 話 やわ。 十 年 

も 昔に なリま つ しゃろ か」 

と、 話し だした …… 。 
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高津 神社 坂 下の 小さな 店で 剃刀 屋を 始めた が、 はや 

ら なかった。 東西屋 を 雇って 開店した 朝、 蝶 子 は 向う 

鉢巻きで もしたい 気持で 店の 間に 坐って いた。 午 頃、 

「さっぱり 客が 来え へんな」 



明らかに 商売に 飽 いた 風で、 酔う と 気が 大きくな り、 

自然 足 は 遊びの 方に 向いた。 紺屋の 白 袴 どころ でな く、 

これで は 柳吉の 遊びに 油 を 注ぐ ために 商売 をして いる 

ような もの だと、 蝶 子 はだん だんに 関東 煮屋を はじめ 

たこと を 後悔し だした。 する うちに、 酒屋への 支払い 

など も 滞り 勝ちに なり、 結局 やめる に 若かず と 思 つ て、 

その 旨 柳吉に 言う と、 柳吉は 即座に 同意した。 

「 ァ J の 店 譲ります」 と 貼り 出しした まま、 陰気臭く ず つ 

と 店 を 閉めた 切りだった。 柳吉は 浄瑠璃の 稽古に 通い 

こ ノ」 こ 

貯えの 金 も 次第に 薄くな つて 行く のに、 一向に 店の 



田へ 行って 無心 すれば 良しと 考えて いたの だ。 

ある 日、 どうやら 本当に 梅 田へ 出掛けた らしかった- 

帰って来ての 話に、 無心した ところ、 妹婿が 出て 応待 

したが、 訳の わからぬ 頑固 者の 上に、 いずれ はこの 家 

の 財産 は 養子の 自分の ものと 思 つ て か 随分け ちん ぼと 

来て いて、 結局 鶴 一文 も 出さなかった II と、 柳吉は 

しきりに 興奮した。 

そして、 「果物屋 を やる より 仕様がない」 顔 をに がり 

切って 見せた。 

関東 煮の 諸道 具 を 売り払った 金で 店 を 改造した。 仕 

入れ や 何 や かやで 大分 金が 足らなかった ので、 衣裳 や 



とが ある。 その 頃 蝶 子 はま だ 二つで、 お 辰が 背負うて、 

つまり 親 娘 三人 総出で、 一晩に 二百 個 売れた と 種吉は 

昔話 をし 喜んで 手伝う ， J と を 言 つ た。 

種 吉は娘 夫婦の 商売 を 手伝う ことが 嬉しくて たまら 

ぬ 風であった。 店 びら きの 日、 筋 向いに も 果物屋が あ 

るの を 見て、 「西瓜 屋の 向いに 西瓜 屋が 出来て、 西瓜 同 

志の 差し 向い」 と 淡 海 節の 文句 を 言いだ した。 その 果 

物屋は 店の 半分が 氷 店に なって いるの が 強味で、 氷 か 

け 西瓜で 客 を 呼んだ から、 白然蝶 子た ち は 切身の 厚さ 

で 対抗し なければ ならなかった。 が、 言われな くと も 

種吉の 切り方 は 頗る 気前が 良かった。 一個 八十 銭の 西 



出た。 儲け も あるが 損 も 勘定に 入れねば ならず、 果物 

屋も 容易な 商売で はない とだん だん 分って 来る と、 急 

に 柳吉に 元気が なくなった。 

蝶 子 は柳吉 がもう 果物屋 商売に 飽きた のかと、 心配 

しだした。 が、 その 心配より 先に 柳吉は 病気に なった。 

もうせんから 柳吉 はげても の 料理 を 食べ過ぎた せいか 

胃腸が 悪くて、 ニッ 井戸の 実費 医院へ 通い 通いして い 

たが、 こんど は 尿に 血が まじって、 小用の 時 泣 声 を 立 

てた。 実費 医院で 診て 貰う と、 泌尿 科の 専門医へ 行く 

が 良かろう とのこと で、 島ノ 内の K 病院が 有名 だとき 

いて、 診せ ると、 膀胱が わるい という。 



主に 病気の 話 をして、 半時 間の のち 柳 吉の妹 は 帰つ 

て 行った。 送って 廊下へ 出る と 柳 吉の妹 は、 

「おうちの 苦労 はお 父さん もこの 頃よう 知った はり 

まっせ。 よう 尽 して くれはる、 こない 言うて はります」 

と 言い、 そっと 金 を 握らせた。 蝶 子 はこの 言葉 を 本 

当と 思いたかった。 死んだ 母親に きかせたかった。 二 

年 前、 柳吉の 家から 人が 来て、 別れ話が 出された こと 

など も、 ちらと 想い出 された。 

柳吉 はやが て 退院して、 湯 崎 〔# 「湯 崎」 は 底本で 

は 「湯 畸」 と 誤記〕 温泉へ 出 養生した。 費用 は 蝶 子が 

ャトナ で 稼いで 仕送りした。 二階 借りす るの も 不経済 



焦った。 が、 柳吉 はま だ 病後の 身体で、 滋養 剤 を 飲ん 

だり、 注射 を 打ったり して、 それが きびしい 物入り だつ 

たから、 半年 経っても 三十 円と 纏った 金 はた まらな 

かった。 
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「 …… そない して 苦労して 来 や はった ところが、 渡る 

世間に 鬼 はない と はよう 言うて まんな あ 蝶 子 はん 

の 昔のお 友達で えらい 出世した はる 金 八さん という 方 

が 十 年 振りで、 ばつたり 蝶 子 はんに 会い はって、 いま 



「 —— お 父さんの 生きて るう ちに 天下 晴れ てと 思て 

はった のに、 到頭 一昨年の 暮に 死んで しまい はって… 

;。 蝶 子 はん は 葬式に だけ は 出られる つもりで、 喪服 

を こしらえ たりした はった のに、 葬式に 出る 資格ない 

言われて、 そんなむ ごい 仕方が あるかい うて 蝶 子 はん 

は 泣き はって、 えらい 騒動 だした。 そら まあ 無理 もお 

ま へん わ。 なんせ 蝶 子 はん は 一生 日蔭 者で 終りとう な 

い 思て、 一所懸命 苦労して 来 や はった のに、 いざ その 

苦労が 報いられ るいう 矢先き になって、 維康 さんのお 

家の 方から そんな 扱いされ はったん でつ さかい ：：： 。 

しかし 今ではもう そんな 騒動 もな し、 それに 維康 さん 



の 御両親と も 死んで しまい はった し、 誰も 二人の こと 

こないだ 

に 反対す る 権利の ある 人 はない し、 なんでも つい 此間 

籍を 入れ はって、 仲 良う やった はる 言う ことです。 こ 

の 春に も、 ニッ 井戸の 天牛の 二階で 維康 さんが 浄瑠璃 

語り はって、 うち 招待券 もろて 見に 行たら、 蝶 子 はん 

がその 三味線 を 弾か は つ て、 仲の 良え とこお ました わ」 

君 枝 はちよ つ と赧 くな つ た。 

「しかし、 維康 〔# 「維 康」 は 底本で は 「推 康」 と 誤 

記〕 さんに は お子さんが ある やろ？ その子 ひきとつ 

たはん の？」 

「さあ、 それ は …… 」 



「どんな もん？ うちの 喜ぶ もんて …… 」 

「黙って 随 いとい ぜ。 ついこの 近所 や。 僕 昨日 見て、 

ああ、 これ をお 君 ちゃんに 見せた げたら 喜ぶ やろ と、 

ほん まに 思つ たんや」 

「そう ォ？ いったい、 なん やの？」 

言いながら、 次郎の あとに 随 いて 行く と、 次 郎は四 

ッ 橋の 電気 科学 館の 前まで 来て、 

「ここ や」 

と、 立ち 停った。 

そこに は 日本に 二つし かない 力 アル . ツァイスの プ 

ラネ タリ ユウ ム (天象儀) が あり、 この 機喊 によると、 



北極から 南極まで 世界の あらゆる 土地の あらゆる 時間 

の 空ば かりで なく、 過去. 現在. 未来の 空まで 居な が 

ら にして 眺める ことが 出来る の だとい う 次郎の 説明 を 

ききながら、 昇降機に 乗って、 六 階で 降り 「星の 劇場」 

へ はいって いった。 

円形の 場内の 真中に 歯医者の 機械 を 大きく したよう 

な プラネ タリ ユウ ムが 据えられ、 それ を 円く 囲んで 椅 

子が 並んで いる。 

腰 を 掛ける と、 椅子の 背が パネ 仕掛けで うしろへ そ 

るよう にな つ ていた。 

「朝日 軒の 椅子みたい やわ」 



涼しかった。 

はじめに 文化映画が あり、 それから プラネ タリ ユウ 

ムの 実演が あった。 

「 I 今月の プラネ タリ ユウ ムの 話題 は、 星の 旅、 世 

界 一 周で ございます」 

こんな 意味の 女声の アナウンスが 終る と、 美しい 音 

楽が はじまり、 場内 はだん だんに 黄昏の 色に 染まって、 

西の 空に 一番星、 二番星が ぼつり と 浮かび、 やがて 降 

るよう な 星空が 天井に 映し だされた。 

もうあたり は 傍に 並んで 腰かけて いる 次郎の 顔の 形 

も 見えぬ くらい 深い 闇に 沈み、 夜の 時間が 暗がり を 流 



れ、 団体 見学者の 群の なかから 鼾の 音が きこえた。 天 

井 を 仰いで いるう ちに 夜と かんちがいした のであろう- 

パネ 仕掛けの 椅子 は 居眠り 易く 出来て いた。 

しずかに プラネ タリ ュ ゥムの 機械の 動く 音が すると ■ 

星空が 移り、 もう 大阪の 空 を はなれて、 星の 旅が はじ 

まり、 やが て 南十字星が 美し い 光芒に きらめいて 現わ 

れた。 

流星が 南十字星 を 横切る。 雨の ように 流れる の だ。 

幻燈の ようであった。 

あえかな 美し さに うっとりして いると、 解説者 は 南 

十字 星へ 矢印の 青い 光 を 向けて、 



「 I さて、 皆さん、 ここに 南十字星が 現われて、 わ 

たし 達 はいよ いよ 南方の 空まで やって来ました。 時刻 

は マニラの 午前 一時、 丁度 真夜中です。 しんと 寝し ず 

まった マニラの 町 を 野 を 山 を 椰子の 葉 を、 この美し い 

南十字星が しずかに 見お ろして いるので す」 

マニラと きいて、 君 枝は睡 気から さめた。 

「あ」 

君 枝 は 声 を あげて、 それで は 祖父 は あの 星 を 見なが 

らべ ンゲ ットで 働き、 父 は あの 星 を 見ながら マニラで 

ひとり さびしく 死んだ のかと、 頰 にも 涙が 流れて 流星 

が 眼に かすみ、 そんな 自分の 心 を 知って プラネ タリ ュ 



ゥムを 見せて くれた 次郎の 気持が、 暗がりの 中で しび 

れる ほど 熱く 来た。 

次郎と 別れて、 河童 路地へ 戻って 来る と、 祭の 夜ら 

しく、 ズ団治 や 相場師 や 羅宇し かえ 屋 〔# 「羅宇し か 

ぇ屋」 は 底本で は 「羅 字し かえ 屋」 と 誤記〕 の 婆さん 

などが、 床几 を 家の 前の 空地へ 持ち だして、 洋服の 仕 

立 職人が 大和の 在所から 送って くれたと いって 持って 

来た 西瓜 を 食べながら、 夕涼みし ていた。 西瓜の 顔 を 

見る と、 鹿 丁 を 取り だしてく る 害の 種吉 は、 他吉と い つ 

しょに お 渡御に 出かけて、 まだ 帰って いなかった。 

「今日び はもう なん や、 落語 も 漫才に 圧されて しもて、 



わた いらは さっぱり 駄目です わ。 なんせ 漫才 は 二人 掛 

リ、 こっち は 一人 やさ かいな。 一日に 一つ 小屋 を もた 

して くれたら ええと せんならん けど、 それ も 人気の あ 

る 連中の ことで、 わた いらみ たいな もん は 年中 あぶれ 

てます わ。 といって、 今更 漫才の 仲間入り も 出 けんさ 

カレな」 

半袖 を 着た，^ 団 治が 西瓜の 種 を 吐き だしながら 言う 

と、 相 変らず 落ちぶれ ている 相場師が、 

「えらい 藪 蚊 や」 

と、 団扇で そこらば たばた 敲 きながら、 

「 —— ズ さん、 お ま はん 一 べんぐ らい、 寄席の 切符く 



れても 良え ぜ。 わい もお ま はんと 長い こと 附 合うて る 

けど、 今まで 一 ベんだ つて 切符 くれた ことがあ るか？ 

ほん まに けちん ぼや ぜ」 

「そない 毒性な 言い方し ィな。 いまに 遣る わい な」 

「遣る、 遣る て、 お ま はん はなん ぼ 口が 商売 か 知らん 

けど、 日の丸 湯の 罐と いっしょで 湯 (言う) ばつ かし 

や。 —— な あ、 お 婆ん、 そやろ？」 

「そうだす とも。 大体， さん は 宣伝たら 言う もんが 下 

手く そや。 みんなに 切符く ばって、 寄席へ 来ても ろて 

あんた が 出る 時、 ようよう ズ団 治い うて、 パチパチ 手 

ェ敲 いて 貰うよう にせな あかん。 そういう 心掛け やさ 



「なに。 おばち やん。 おばち やん 今なん ぞ 言うた や 

ろ？」 

「聴え へんかつ たんか。 難儀な 娘 やな。 —— /さんが 

な、 いつまでも …… 」 

言い かけて、 羅宇し かえ 屋の 婆さん は 話 を かえて、 

「 —— いつまで、 あんた 足 洗て な はん ネ、 水 は 只 や あ 

ら へんぜ。 冷え こんだら どない すん ねん？」 

「そない 言うた かて、 良え 気持 や もん」 

と、 君 枝 は 両足 をす リ 合わせ、 

「 —— 明日 はまた 一 日立ち ずくめ やさ かい、 マッサ ー 

ジ して 置かん と …… 」 



ん はえら いまた 学者に なった もん やな あ」 

「そら、 もう 」 

と、 君 枝 は 足 を 拭きながら、 ぺろッ と 舌 を 出し、 明 

日の 夕方 は 中 之 島 公園で 次郎 ぼんに 会う の や。 いそい 

そ 下駄 を はいてい ると、 あまい 気持が うずく ように 来 

て、 あ、 いけない、 これが 恋と か 愛と かいう もん やろ 

か。 胸 を 抱く ようにして 眩いて いると ころへ、 お 渡御 

が 済んだら しく、 他吉と 種吉が とぼとぼ 帰って来た。 

君 枝 はいきな り 胸が 痛み、 埃 まみれの 他 吉の足 を 

洗って やる のだった。 

他吉は 余程 疲れて いたの か、 ， ^団 治が、 



そのまま 鼾だった。 

君 枝 は 今日 次郎に 会った こと を 言い そ びれ た。 

言えば、 他吉 はび つくり もし、 喜び もす るだろう と 

思った が、 他吉の 知らぬ 間に 次郎と 会うた ことが なに 

か 済まない ような 気がする のだった。 

その 癖、 次郎 のこと を 口に だしたくて 仕方がな いの 

だ。 寝転んで いる 他吉の 上へ 蚊帳 を 釣りながら、 よつ 

ぼ ど 起して、 そうめん を 一緒に 食べながら、 次郎 のこ 

と を 言い、 プラネ タリ ュ ゥムの 話 もしょうと 思った が- 

ぐんな りして 鼾 を かいている 他吉の 寝顔 を 見る と、 起 

す 気に はなれ なんだ。 



「明日の 朝 話 そ」 

君 枝 は 眩いた が、 朝起き ざまに、 今日は 次郎に 会う 

の だとい う 考えが、 ぼつと 頭に 泛 ぶと、 やはり 君 枝 は 

次郎 のこと を 言い そ びれ てし まった。 
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お 渡御に 出て、 すっかり 疲れ切って いたが、 しかし、 

他吉は 夜が 明けて 路地の 空地で 行われる 朝の ラジオ 体 

操 も 休まなかった。 

そして、 いつもの ように 夕方から 俥 を ひいて 出て、 



て、 君 枝 は そわそわと 帰って来た。 

顔 を 見るな り、 他吉は 近所の 体裁 を 構わぬ 声 を 出し 

た。 

「阿呆！ いま 何時 や 思て る。 もう 直き ラジオ かて 済 

む 時間 ゃぜ、 若い 女 だてら ちゃらち や ら 夜遊び し く 

さって。 わい はお 前 を そんな 不仕鳕 な 娘に 育てて ない 

箬ゃ。 朝日 軒の 娘 はんら 見て みィ。 皆 真面目な もん や _ 

女い うもん は少々 縁遠ても、 あない 真面目に ならな あ 

かん。 今まで どこ ィ行 てた？」 

「中 之 島へ 行て てん」 

「やっぱり、 そやな」 



「道楽 …… ？」 

と、 聴き 咎めて、 

「 —— ほんなら、 何 商売して 食べ とん ねん、 あいつ は 

::: ？」 

「潜水夫した はんねん」 

次郎 から 聴いた こと をす つかり 話す と、 他吉は 唸つ 

た。 

「えらい 奴ち や。 人間 は 身体 を 責めて 働かな 噓ゃ 言う 

こと 忘れよ らん。 あいつ はお 前、 夕刊 配達し とった 時 

から、 身体 を 責めて 来よ つた 奴ち やし、 わい がよう 言 

い 聴かせと いたった さかいな」 



他吉 はなん とも 言えぬ 上機嫌な 顔に なった が、 しか 

し、 それなら それで、 次郎 ぼんの 奴 なぜ 路地へ 挨拶に 

来ん、 君 枝 だけに こっそり 会う の はけし からん とすぐ 

眼 を 三角に して、 

「 —— それにして も、 君 枝、 若 い 男と 女が ベ た ベ たボ— 

トに 一緒に 乗って 良え ちゅう 訳 はない ぜ。 だいいち、 

ボ ー ト がひつく りかえ つたら どない すん ねん？」 

「それ は 大丈夫 や。 次郎 さん は 潜水夫 〔# 「や」 が 欠 

如か〕 さかい、 ひっくり返つ たかて …… 。 潜水夫の 眼 

ェ から 見たら、 中 之 島の 川みたい な もん、 路地の 溝み 

たいな もん や 言うて はった。 大 浜の 海水浴 は 池みたい 



「 —— そんな こと は 無い やろ けど …… 。 他 あやん にし 

てみ たら、 早よ あんた に 良え お 婿さん を 貰て、 それ か 

ら 隠居し よ 思た はる のん と 違う やろ か」 

r — さあ。 い っぞ やそん な こと も 言うて ましたけ ど 

…… 。 お前の 身が かたづいたら、 わい はもう いっぺん 

マニラへ 行 こ 思て る ねんて …… 」 

「そんなら、 余計 はよ 結婚せ ないかんね」 

「 —— まあ。 意地悪な ことよう 言 や はるな あ」 

「 —— そうかて、 そう やない か。 好きな 人 あったら、 

はよ 結婚して、 他 あやん を 安心 さしたら な、 い かんぜ」 

「 —— 知らん。 うち 結婚み たいな もん、 せえ へん。 好 



「 —— 冗談 や 思 てるのん？」 

r —— ほな …… ？」 

「 —— うん」 

想いだ していた 君 枝 はまた 顔 を あげて、 

「次郎 さんやったら …… 」 

お 祖父 ちゃんの 面倒 もみて くれる、 三人で 住めば 良 

いの だと、 もじもじ 言う と、 

「阿呆！」 

蚊帳の 中から 他吉の 声が 来た。 

「 —— もうこれ から、 どんな こと あっても、 次郎 ぼん 

と 会うたら、 あきま へんぜ。 次郎 ぼんに も そない 言う 



「 」 

しお 

咽の 涙を鹹 からく、 君 枝 はしょん ぼり 味わった。 

「する か、 せんか。 どっち や。 返辞 せんかい！ する 

か？」 

君 枝 はうな ずいた。 
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翌日 はまる で わざとの ように 雨であった。 

「なんの 因果で また、 こんな 雨の 日に 見合い せんなら 

ん ねん」 



おひらきが 済んで、 他吉が X 団治 といつ しょに 帰ろ 

うとす ると、 次 郎と君 枝 は 引き止めて、 

「お 祖父 やん、 今日は 家で 泊って くれはれ しま へんの 

ん か？」 

「当り前 やない か」 

他吉に 代って、 X 団 治が 答えた。 

「 —— 若夫婦の ところへ、 こんな 老いぼれの 他 あやん 

が 居て みィ。 陰気臭い やら 邪魔 ややら」 

X 団治は 口が 悪 か つ たが、 他吉は 今夜 は 怒らな か つ 

た。 ふん、 ふんと 上機嫌に うなずい ている。 

「まあ、 いやな ズ さん」 



白粉の 奥が 火 を 吹いた。 次郎 もちよつ と 照れた が、 

「ちょっと も そんな 遠慮 要ら へん。 今夜 は 泊って くれ 

はる やろ 思て、 ちゃんと 寝床 もとつ といたのに …… も 

う、 帰りの 電車 も あれし ま へん やろ」 

「無かったら、 歩いて かえる」 

「ここから 河童 路地まで 何 里 ある 思 てん のん？ ぉ祖 

父ち やん、 ズ さんに ひとり 帰っても らう のん 気の毒 

やったら、 あと さしでで も 一 緒に 寝て 貰たら ええが な 

…：- J 

「いや、 帰る。 何 里あろう が、 俥 ひいて 走る より は 楽 

や。 な あ、 ズ さん。 退屈したら、 お前の 下手な 落語で 



もき かせて 貰いながら 歩く わな」 

「どつ いたろ か、 いっぺん」 

ズ団治 は 他吉の 頭の 上で、 拳 を かためて 見せた。 

次郎は 笑って、 

「それなら、 今夜 はま あ、 気 を 利かせて 貰う ことにし 

て、 明日から ずっと この 家へ 来ても らい まっせ。 もう 

そろそろお 祖父 やん にも 隠居して 貰わん ならん、 な あ、 

君 枝」 

すると、 他吉 〔# 「他 吉」 は 底本で は 「他 君」 と 誤 

記〕 は あわてて 手 を 振った。 

「阿呆な こと 言いな。 わい は まだまだ 隠居す る 歳 や あ 



れ へん。 此間も 言うた 通り、 わい は 明日の 日に でも 

発って、 マニラへ 行 こ 思て る ねん。 君 枝の 身体 ももう 

ちゃんと かたづい たし、 思い残す ところ はない。 ベン 

ゲット の 他 あやん も 到頭 本望 とげて、 マニラで 死ねる 

ぞ」 

振った 手 を 握りし める と、 痛々 しく 静脈が 浮き 上つ 

た。 それ を ちらと 眼に 入れて、 次郎 は、 

「何 言うた はりまん ねん。 そらお 祖父 やん が マニラへ 

行きたい 気ィ はわ かるけ ど、 その 歳で ひとり マニラ ま 

で 行ける もんです か？ な あ、 ，„5. さん」 

「当りき や」 



んに 行かれて しもたら、 淋し ゆうて 仕様ない。 なぁズ 

さん」 

「そやと も、 他 あやん、 お前が 行かんでも マニラ は 治 

まる。 お前が 行て しもて 見ィ、 わい は ひとり も 友達が 

無い ようになる がな」 

X 団治 にも 言われる と、 

「それ も そやな あ」 

と、 他吉は 精の ない 声 を だした。 

「 —— お前ら 寄って たかつ て 巧い こと 言いく さ つ て、 

到頭 マニラへ 行けん ようにして しま いやがった。 しか 

し、 言う とくけ ど、 これ は 今 だけの 話 ゃぜ。 行ける 時 



わ いが 河童 路地 を 夜逃げ せんならん」 

いつにない 強い 口調だった。 

「そうかて、 うちが 結婚したら、 隠居す る、 三人で 一 

緒に 住む いう 約束 やった やない か、 お 祖父 ちゃんに ま 

だ 河童 路地に 居ても らうく らい やったら …… 」 

結婚す るん じゃなかった と 言い掛けて、 君 枝 は次郎 

の 顔 を 見て はつ とした。 

次郎 〔# 「次 郎」 は 底本で は 「欠 郎」 と 誤記〕 の 顔 

は 蒼 ざめ ていた。 その 顔 を 横向け たま ま、 次郎 はふる 

える 声で 言った。 

「そら、 そやろ。 河童 路地から こんな 汚い 家へ 来る の 



は、 恥 かしい やろ。 夜逃げ 同然で なけり や、 来られん 

やろ。 そんな 気ィ やったら、 なにも 来て もら へんでも 

宜しい」 

次郎 はか つ となる 性質 だ つ た。 

「 —— どうせ 僕 は 甲斐性な しです。 気に入らん かった 

ら、 君 枝 を 連れて 帰っても らいましょう」 

次郎は 本当に 他吉が 好きで、 一緒に 住みたかった の 

だが、 ひとつに は、 他吉を 引き取る くらいの 甲斐性 者 

になった こと を、 皆ん なに 見て ほしかった ので ある。 

だから、 ， ^団 治の 前で、 それ を 他吉に 断られた のが、 

心外だった の だ。 ズ団 治が その 場に 居らなかったら、 



次郎 はこうまで 腹が立たなかった であろう。 

「なに ッ？ もう いっぺん 言って みィ」 

「ベン ゲット の 他 あやん」 の 声が 久し振りに 出た。 

「 —— わ いがお 前ら の 厄介に ならん 言う の を、 そんな 

風に とって たんか、 阿呆！」 

雲行きが 怪しくな つたので、 X 団治は あわてて、 

「まあ、 まあ」 

と、 仲に はいり、 自分で も 何 を 言って いるか 判らな 

かった が、 とにかく 喋り まくって、 その 場の 空気 を柔 

ら げた。 

「婚礼の 晚 にむ つかしい 顔して にらみ 合うて る 奴が あ 



るかい。 さあ、 笑い、 こんな 顔し ィ」 

X 団 治が 自分で ニコ 二 コ した 顔 をつ くつ て 見せる と 

漸く 他吉、 次郎の 順に 固い 表情が とれた。 

ズ団 治に 促されて 他吉が あとに 随 いて 外へ 出る と、 

月夜だった。 

秋の 冷え冷えした 空気が しみじみと 肌に 触れた。 

「他 あやん、 お ま はんいつ たい 幾つ やねん？」 

X 団 治が 言った。 

「五 や」 

「六十 五に もな つて、 若い者 相手に 喧嘩す る 奴が ある 

かいな。 しかし、 また、 なん ぜ お前 はそう 頑固に あの 



た。 
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半年 経つ と、 安治川での 仕事が 一段落つ いたので、 

鶴 富 組の 主人 はかね て 計画して いた △△ 沖の 沈没船 引 

揚げ 事業に 取り 掛る ことにな つた。 

そして、 新婚 早々 大阪を 離れる の はい やだろう がと、 

次郎に 現場への 出張 を 頼む と、 君 枝との 結婚の 際 親 代 

りに なって 貰った 手前 もあって、 当然 よろこんで 行く 

べきと ころ を、 次郎は 渋った。 



「あそこ はたし かに 五十 尋 はあり ましたね。 今までな 

ら 身寄り の 者 はなし、 喜んで 潜らして 貰つ たんで すが 、 

どうも 女房 を 貰つ ちまう と、 五十 尋の海 はちよ つと… 

;」 

△△ 沖の 沈没船 引 揚げ 作業 は、 前に も ある サル ベ— 

ジが手 をつ けて、 失敗した ことがあ つたので、 次郎は 

それ を 聴き 知っていた。 

「そり や、 なるほど 危険な こと は 危険 だが …… 」 

と、 鶴 富 組の 主人 は 言った。 

「 —— 危険 は 危険 だが、 それだけに また、 やり 甲斐 は 

あら ァね。 それに、 君、 説教す るよう だけど、 もう 今 



えていた のだった。 

ところが、 次 郎が鶴 富 組の 主人の 依頼 を 断った こと 

を 聴きつ ける と、 他吉は 二十 も 若が えった。 

他吉は 血相 かえて 次郎の 家へ 飛んで 来て、 

「潜水夫が 嫌に なった と は、 何ち ゆう 情けない 奴ち や。 

鶴 富 組 の 御主人 も 言う たはった が、 今に 日本が ァ メリ 

力 や イギリスと 戦って みィ。 敵の 沈没船 を 引 揚げる の 

に、 お前ら の 身体 はなん ぼあって も 足らへ んネ ゃぞ。 

五十 尋 たらの 海が 怖うて どない する？ ベ ンゲ ットで 

わい が 毎日 どんな 危ぃ 目ェに 会うて たか、 いっぺん 良 

う 考えて みィ。 お 父つ あん 〔# 底本で は 「お 父つ あん」 



通なら おたか をお いて ほかになかった が、 丁度 その 時 

に は 朝日 軒 一 家 はもう 河童 路地の 入口に は 居なかった。 

居た たまれな いわけが あ つたの だ。 

ありていに 言う と、 一番 末の 娘 (といって ももう 三 

十 歳 だが) の 持 子が、 姙娠 したの だ。 いって みれば、 

姉た ち を さし 置いて 姬娠 したの だ。 

弁士の 玉 堂が きいたら 悲観す ると ころだった ろうが、 

彼 は 七 年 前に 河童 路地 を 夜逃げし ていた。 ト— キ ー が 

出来てから、 弁士で は 食って 行けず、 暫 らく 紙芝居な 

どやって いたが、 それ もす たれて、 貧乏たら しく ごろ 

ごろして いたが、 ある 日 忽然と 河童 路地から 姿を消し 



立って 来る。 

朝日 軒 一 家 は 田 辺の 方へ 引き越した。 

「こんどの ところ は、 郊外 でん ねん。 家の 前に 川が 流 

れ ていて、 ほん 景の 良え とこで つせ。 郊外 住い もそう 

悪い ことお ま へんさ かいな」 

郊外と い う 言葉が おたかの 虚栄 をわず かに 満足 させ 

たのだった。 

敬 吉は田 辺へ 移った の を 機会に 理髪 業 をよ した。 家 

へ 人が 出入りす るの を 避ける つもり も あ つた かも 知れ 

f- 广 、 

な レ 

そして、 今では 理髪店 用の 化粧品の ブロ— 力 ー をし 



ている という ことだった。 

「柳吉 つ あん 〔# 底本で は 「柳吉 つ あん」 となって い 

る〕 の 口添え だんねん」 

と、 得意そう に 種 吉は君 枝に 語った。 柳吉の 実家 は 

理髪 用 化粧品の 問屋だった こと を 君 枝 は 想いだ し、 わ 

ざ わざ 朝日 軒の こと を 自分に 言 いだした 種吉の 気持が 、 

微笑ましく 判った。 

君 枝 は 次郎と 別れて 河童 路地へ 戻って 来ても、 存外 

悲しい 顔 は 見せず、 この 半年の 間に 他吉 がた めて いた 

汚れ物 を 洗濯したり、 羅宇し かえ 屋の 婆さんに 手伝つ 

て もらって、 蒲団 を 縫いな おしたり した。 



ひとり 者の X 団 治の 家の 掃除 もして やり、 そんな 時、 

君 枝 は、 

「 —— ここ は 地獄の 三 丁目、 往きは 良い 良い、 帰り は 

怖い」 

などと、 鼻歌 をうた つた。 そして、 水道 端で は、 

「うち 到頭 出戻り や」 

と、 自分から 言いだ して、 けろ リ とした 顔 をして い 

たので、 ひとびと は 驚いた が、 しかし、 そうして 路地 

へ 連れ戻して 置けば、 次郎 はもう あとの 心配 もな く、 

か つ 発奮して 再び 潜り だすだろう という 他吉の 単純な 

考え を、 君 枝 もまた 持たぬ わけではなかった の だ。 も 



や はる 一方 や。 やっぱり、 あんた が 帰って あげん と… 

;」 

日が 暮れて、 蝶 子 は 粉雪 を かぶりながら 帰って 行つ 

た。 

君 枝 は 帯の 間に 手 を 差し入れて、 暫 らく 考え こんで 

いたが、 やがて 路地 を 出て 行く と、 足 は 市電の 停留所 

へ 向いた。 

電車が 大正 橋 を 過ぎる 頃、 しとしと 牡丹雪に なった。 

境 川で 乗り換えて、 巿岡四 丁目で 降りた。 そこから 

三 丁の 道 はもう 薄白かった。 傘 を 持って 出なかった の 

で、 眉毛まで 濡れた が、 心 は次郎 なつかし さに 熱く 燃 



玄関へ 出て 見る と、 見知らぬ 人が 立って いて、 お宅 

の 主人が トラックに はね 飛ばされて、 大野 病院へ は 

いっている という 知らせだった。 君 枝 は 立った まま、 

ぺ たりと 尻餅つ いた。 

00 

命 は 助かった が、 退院までに は 三月 は掛 るだろう と 

いう 大怪 我だった。 

「あんぼん たん 奴！ 働き もせん とぶら ぶら 飲み 歩い 

てるような 根性 やさ かい、 ぼや ぼやして 怪我 もす るネ 



ある 日、 仏壇 を 積んで、 南 河内の 获原 天神まで 行つ 

た。 

堺の 三国 を 過ぎる と、 二 里の 登り 道で、 朝 九 時に 大 

阪を 出た のに、 昼の 一 時 を 過ぎても、 まだ 中 百舌鳥で 

あった。 

里子に やられて いた 幼い 頃の こと を 想いだ しながら、 

木蔭 〔# 「木蔭」 は 底本で は 「本 蔭」 と 誤記〕 で 弁当 

を ひらいて いると、 雨が ばらばらと 来て、 急に 土砂 降 

りに なった。 

合羽 を 仏壇に かぶせ、 自身 は 濡れ鼠に なりながら ぺ 

タル を 踏み、 やっと 目的地に ついて、 仏壇 を 届けて 帰 



「ちょつ とうちに も 抱かし とくな はれ」 

赤ん坊 を 抱かせて もらった。 

r — 良う 肥えた はりまん な」 

「へえ、 そらもう、 郊外で 空気 はよ ろしお まつ さかい」 

おたか は 言った。 

別れて、 病院へ 戻る と、 夜、 君 枝 は 次郎の 寝台の 傍 

で 産 衣 を 縫うた。 七 力 月 さきに 生れる との 産婆の 言葉 

だった。 

次郎は 見て 眼が 熱くな リ、 

「ああ、 魔が さしてた。 潜水夫 やめよう 思たん は、 あ 

れは 気の 迷い やった。 怪我した 足が 泣い とる。 元の 身 



歯の 抜けた 顔で 笑った が、 他吉 はすぐ しんみりして、 

「 —— それに この 金の 中には、 君 枝が 下足番 をして 貰 

た 金 も はいって るん や。 遠慮す る 金 や あれ へんぜ」 

他吉 はつい ぞ 見せた ことのない 涙 を、 ぼたり ぼたり 

落した。 
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次郎 はやが て 退院した。 そして、 君 枝のお 産が 済む 

頃に は、 すっかり 元の 身体に なって いた。 生れた 子 は 

男の子で、 勉吉と 名 をつ ける と、 



ところが、 ， ^団治 はつい ぞ 着ぬ 洋服 を 着た の は 良い 

として、 まだまだ 寒さが 去らぬ のに、 異様な 半ズボン 

で ぶるぶる 震えて いた。 

「ズ さん、 頭の ゼン マイ 狂たん と 違う か」 

君 枝 はさす がに 看病疲れ もな く、 こんな 訊き 方 をす 

ると、 X 団治 は、 

「さに あらず。 実は やな、 わい も 〇〇 興業の 落語の 慰 

問隊 たらい うもんに 加わって、 南方へ 行く ことにな つ 

てん。 南 は 暑い と 聴いた さかい、 今から この 服装 や」 

と、 言い、 水渎 をす すりながら、 

「わ い の 落語 も 南なら 受ける やろ」 



君 枝 は 言って、 赧く なった。 次郎と はじめて 会うた 

日の こと を 想いだ したので ある。 次郎は 今日 も 築港で 

仕事して いて 留守だった。 帰って来たら、 ズ さんが プ 

ラネ タリ ユウ ムへ 行った こと を 話そうと、 君 枝 はちら 

と 思った。 

「それ、 それ、 その プラネ タリで、 南十字星 言う もん 

見せて 貰て 来 てん」 

X 団 治が 言う と、 他 吉の眼 は 輝いた。 

X 団 治が 帰る 頃、 他吉 はなに を 思いだ した か、 

「それ はそうと、 \ さん、 マニラへ 行たら な、 歯 抜き 

の 辰い う 歯医者 を 探して 昔 わい が 借りた 二 円かえ しと 



いてん か。 この 歯 を 抜いても ろた 時の 借金 や」 

と 言い、 口 を あけて、 奥歯 を 見せた が、 息切れして 

いかにも 苦しそう であった。 

「よつ しゃ、 よつ しゃ。 歯 抜きの 辰つ あん 〔# 底本で 

は 「辰つ あん」 となって いる〕 やな」 

X 団治は 言った が、 二十 何年 か 前、 婿の 新 太 郎がマ 

ニラ から 寄越した 手紙で 歯 抜きの 辰 はとつ くに 死んで 

いると 承知して いる 害 だのに、 今 はこの 耄碌の 仕方 か 

と、 さすがに ほろ りと した。 

, ^団 治が 帰って しまう と、 他吉は 急に 精が 抜けた よ 

うだ つ た。 
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二日の ち、 四ッ橋 電気 科学 館の 星の 劇場で プ ラネタ 

リュウ ムの 「南の 空」 の 実演が 済み、 場内が ぱっと 明 

るくな つて、 ひとびとが 退場して しまった あと、 未だ 

隅の 席に ぐんな りした 姿勢で 残って いる 薄汚れ た 白い 

上衣の 老人が あった。 

「あ、 また、 居 眠った はる」 

よく ある 例で、 星空 を 見ながら 夜と 勘ち がいして 居 

眠って しまった のかと、 係の 少女が 寄って 行って、 



「もし、 もし、 実演 はもう 済みました。 もし、 もし」 

揺り動か したが、 重く 動かず、 顔が 真 蒼だった。 死 

ん でいた の だ。 

四ッ 橋で 南十字星 を 見た という ズ団 治の 話 を 聴いて、 

君 枝が X 団 治らの 慰問 隊を 見送りに 行った 留守中に 寝 

床 を 這いだ して 来て いたの か、 それ は他吉 だった。 

上衣の ポケットに 新 太郎が マニラから 寄越した 色 あ 

せた 手紙が はいって いたので、 身元 はすぐ 判った。 

他吉の 死骸 はもとの 寝床に 戻った。 

枕元の 壁の 額に 入れられた マラソン 競争の 記念写真 

の 中から、 半分 顔 を 出して、 初 枝が それ を視 いていた。 



他吉の 死骸 は 和やかであった。 

羅宇し かえ 屋の 婆さんが くやみに 来て、 他吉の 胸の 

上で 御詠歌の 鈴 を 鳴らし、 

「他 あやん、 良え とこ ィ 行きな はれ や」 

と、 言う と、 君 枝 は 寝床の 裾に つけて いた 顔 を あげ 

て、 

「おば ちゃんお 祖父ち やん は、 言わんでも、 もうち や 

んと 良え とこ ィ 行った はる。 南十字星 見ながら 死に 

はったん や もん。 見たい 見たい 思て はった 南十字星 見 

ながら、 行きたい 行きたい 言うた は つた マニラへ 到頭 

行か はったん や。 お 祖父 ちゃんの 魂 は X さんより 早よ 



と、 言った。 誰も 笑わなかった。 

鈴の 音で 寝かして あった 勉吉が 眼 を 覚まし、 泣き だ 

した。 

君 枝 は 抱き上げて、 

「船に 積んだ ァら 

ど マ J まで 行き や ァる 

木 津ゃ難 波の 橋の 下ァ」 

子供の 頃、 他吉が 俥に 乗せて、 きかせて くれた 子守 

歌 を 小声で うたって いると、 ぼたぼた 涙が 落ちて 来た。 
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「寝」 と 「 寢」、 「奥」 と 「奥」、 「労」 と 「 勞」、 「来」 と 

「来」、 「潜」 と 「潜」、 「プ ラネ タリ ユウ ム」 と 「プ ラネ 

タリウム」 は、 それぞれ 「狭」、 「髪」、 「寝」、 「奥」、 「労」、 



「来」、 「潜」、 「プ ラネ タリ ユウ ム」 に 統一 しました。 ま 

た、 「枠」 と 「悴」 は 底本の ママと しました。 

※底本に 使われて いる 「勘忍」 は 「堪忍」 の 間違えと 

思われる ため、 すべて 「堪忍」 に 直しました。 

入力： 生 野 一路 

校正 ： 小 林繁雄 

ファイル 作成 ： 野 ロ英司 

2 001 年 9 月 日 公開 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ— ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



秦 表記に ついて 

-本 文中の※ は、 底本で は 次の ような 漢字 (K 外字) 

が 使われて いる。 

地蔵 路地 は※ の 字に 抜けられる I- 甘 酒屋の 婆さんが 飼 

うてい る※ はきち がいだ ろうか、 雞 
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